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地域の魅力を知り、魅力あるまちづくりを自分たちの手で
6月は土砂災害防止月間です
くらしの情報
子育て支援センター情報
対象者の方に郵送します
ふえふきトピックス



　笛吹高校によると、笛吹高校の生徒の60％が笛吹
市在住で、卒業すると進学者の7割が県内の大学や
専門学校へ進学していくそうです。就職者において
は、そのほとんどが県内で働いています。しかしなが
ら、在住する地元のことをどれだけ知り、どれだけ誇
りに思っているか。笛吹市と笛吹高校が包括連携を

　笛吹市と笛吹高校は、地域に根ざした学習を行う
ことを通じて、地域の理解を深め、将来の地域を担
う人材を育てることを目指して、平成29年4月12日、
笛吹高校で協定を締結しました。
　本協定の目的は、『豊かで活力ある地域社会の形
成と地域の振興に向けて、笛吹市と笛吹高校が協
力し、包括的かつ永続的な連携のもと、魅力あるま
ちづくりの推進に取り組むとともに、ふるさとを愛し、
未来を担う人材の育成に寄与すること』としていま
す。

笛吹高校を紹介します

■問合せ先　企画課 企画調整担当 ☎055（261）2032

行うことで、行政だけでなく将来を担う人材が豊富な
地元笛吹高校の生徒たちとともに、自分たちの地元
に目を向け、地域の魅力を知り、それらを発信し、魅
力あるまちづくりにつなげていきたいと思います。

　平成29年度は、笛吹高校の生徒たちがこれまで
以上に地域に目を向け、地域の課題や魅力を知り、
自分たちができることを考え、行動につなげることが
できる17事業を実施しました。

○農家で出荷できない果実や廃棄される食品などを
使い、商品開発を行う

○市内小中学生への陸上競技指導
○親子体験講座「じゃがいもde郷土料理」
○笛吹市民まつりにおいて、農場で生産したカボチ
ャを使ったジャックオーランタンの作成体験講座

○すいれき太鼓部が市内で行われるイベントで太鼓
演奏を披露し、イベントを盛り上げる
○笛吹高校の生徒がデザインし、笛吹市イメージア
ッププロジェクト・トートバッグを制作

　笛吹高校は、平成22年4月、石和高校
と山梨園芸高校が合併し普通科、食品化
学科、果樹園芸科、総合学科の4科からな
る総合制高校として開校しました。
　全校生徒818人が集い、多彩なカリキュ
ラム、特色ある学校行事、数多くのクラブ
活動などさまざまな機会をとおして、幅広い
視野と主体的に行動できる生徒の育成を行
っている学校です。

笛吹高校体育館で、全校生徒を前に調印式を行いました

　市のイメージアップを図る広報活動の企画として、
笛吹高校の生徒がデザインしたトートバッグを制作し
ました。デザインのコンセプトは、『笛吹市のイメージ
をカタチに』とし、学校内で公募しました。54点の
応募があり、普通科2年の向山緋莉さんのデザイン
が採用されました。

　バッグは、A4の書類が入る横長の形で、笛吹市
のイメージキャラクターであるフッキーを中心に、笛
吹の四季を彩る景観や観光資源が描かれています。
向山さんは、「デザインの特徴は、フッキーが温泉で
くつろいでいる様子を描き、わたしも毎年楽しみにし
ている花火の打ち上げを描いた。自分がデザインし
たものが形になったことがとてもうれしく、両親や友
たちも喜んでくれた」とデザインしたトートバッグを手
に話してくれました。
　制作した500枚のトートバッグは、市役所や市内
観光施設などで使用、頒布し、市のPRのため活用
されます。

デザインが採用されたトートバッグを手にする向山緋莉さん

　4月10日から13日まで、市の友好都市であるドイ
ツのバート・メルゲントハイム市から友好使節団が市
を訪れました。
　11日の夜に開催された歓迎レセプションでは、笛
吹高校すいれき太鼓部による太鼓演奏が行われ、
迫力ある演奏にバート市の皆さんが聞き入っていまし
た。演奏後には、太鼓に触れる機会を設け、生徒
たちが英語で説明をしていました。

「笛吹市・笛吹高校包括連携に関する
協定書」を締結

平成29年度に実施した主な事業は 笛吹市イメージアッププロジェクト
笛吹市オリジナルトートバッグを
作りました

バート・メルゲントハイム市友好使
節団に太鼓演奏を披露
太鼓を通じて国際交流

地域の魅力を知り、魅力ある
まちづくりを自分たちの手で
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①
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

（
ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト
）事
業

　
在
宅
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
急
病

ま
た
は
事
故
な
ど
の
緊
急
時
に
、
迅
速

な
救
助
が
で
き
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
、
高
齢
者
の
日
常
生
活
上
の

安
全
の
確
保
と
不
安
を
解
消
し
ま
す
。

▼
対
象
　65
歳
以
上
の
虚
弱
な
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
な
ど

②
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
見
守
り

事
業
（
乳
酸
菌
飲
料
の
配
布

に
よ
る
安
否
確
認
）

　
乳
酸
菌
飲
料
を
直
接
手
渡
す
こ
と
に

よ
り
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
で
虚
弱
な
ど
の
状
況
に
あ
り
、

安
否
確
認
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

③
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布
事
業

　
高
齢
者
本
人
の
情
報
（
か
か
り
つ
け

医
や
家
族
の
連
絡
先
な
ど
）
を
記
入
し

た
シ
ー
ト
な
ど
を

入
れ
る
容
器
を
配

布
し
、
災
害
時
や

緊
急
時
の
迅
速
な

情
報
伝
達
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
　75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
方
お
よ
び
75
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯
に
属
す
る
方

④
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
食
の
確
保
が
困
難
な
在
宅
の
高
齢
者

に
昼
食
を
配
達
し
、
自
立
し
た
生
活
の

支
援
と
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
で

あ
っ
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

⑤
見
守
り
ス
テ
ッ
カ
ー
利
用

　支
援
事
業
・
み
ま
も
り
あ
い

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
見
守
り
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
通
報
者
と

ス
テ
ッ
カ
ー
所
有
の
家
族
が
直
接
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
、
身
元
確
認
や
保
護

に
素
早
く
役
立
て
る
も
の
で
す
。

▼
対
象

①
認
知
症
が
あ
り
、
徘
徊
の
お
そ
れ
が

あ
る
方

②
継
続
す
る
病
気
や
け
が
な
ど
に
よ
り

外
出
に
不
安
が
あ
る
方

③
障
が
い
な
ど
が
あ
り
、
外
出
時
に
不

安
の
あ
る
方

　
み
ま
も
り
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

は
、
見
守
り
ス
テ
ッ
カ
ー
利
用
者
が
行

方
不
明
時
の
捜
索
時
に
、
手
を
貸
し
て

い
た
だ
け
る
「
協
力
者
」
を
増
や
し
地

域
ぐ
る
み
で
見
守
り
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
対
象
　
ど
な
た
で
も
登
録
可
能
（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
者
の
み
）

▼
登
録
方
法

　
平
仮
名
「
み
ま
も
り
あ
い
」
で
検
索

⑥
敬
老
祝
金
支
給
事
業

　
老
人
の
日
お
よ
び
老
人
週
間
の
行
事

と
し
て
、
高
齢
者
に
敬
老
祝
金
を
贈
呈

し
ま
す
。

▼
対
象
　9
月
15
日
に
お
い
て
満
88
歳

お
よ
び
今
年
度
満
1
0
0
歳
を
迎
え

ら
れ
る
方
で
、
8
月
1
日
現
在
、
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

⑦
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
居
宅
に
お
い
て
寝
た
き
り
な
ど
で
外

出
で
き
な
い
高
齢
者
に
、
在
宅
で
の
理

美
容
の
出
張
料
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
寝

た
き
り
な
ど
で
外
出
が
困
難
な
方

⑧
寝
具
洗
濯
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
寝
具
を
日
に
干
す
こ
と
が
困
難
な
高

齢
者
に
対
し
、
寝
具
の
洗
濯
乾
燥
を
行

い
ま
す
。

▼
対
象
　65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の

方
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
お
よ
び
高

齢
者
の
み
の
世
帯
で
虚
弱
な
ど
の
状

況
の
方

⑨
高
齢
者
日
常
生
活
用
具

　給
付
事
業

　　
住
宅
用
火
災
警
報
器
、
電
磁
調
理
器

の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
　65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
で
、

生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
所
得
割
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
方
の
う
ち
給
付

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

⑩
介
護
予
防
用
寝
台
貸
与
費

　助
成
事
業

　
軽
度
な
要
介
護
者
に
、
介
護
予
防
用

ベ
ッ
ド
（
固
定
式
）
の
貸
与
費
用
の
一

部
を
助
成
し
、
在
宅
生
活
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

▼
対
象
　要
介
護
1
、
要
支
援
1
・
2

の
介
護
認
定
を
受
け
た
方
、
ま
た
は

同
程
度
の
方
で
寝
台
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
方

⑪
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

　（
10
月
か
ら
対
象
者
の
要
件

が
変
更
）

　
家
庭
で
、
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は

認
知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
方
に

対
し
、
慰
労
金
（
月
額
1
万
円
）
を
支

給
し
ま
す
。
申
請
は
半
年
ご
と
に
受
け

付
け
（
4
月
上
旬
・
10
月
上
旬
）
ま
す
。

▼
対
象
　（
9
月
ま
で
）
寝
た
き
り
高

齢
者
ま
た
は
認
知
症
高
齢
者
（
と
も

に
65
歳
以
上
）
を
家
庭
に
お
い
て
常

時
介
護
し
て
い
る
介
護
者
（
入
院
や

入
所
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
が

あ
る
月
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

※
10
月
か
ら
の
対
象
者
は
、
こ
れ
ま
で

の
対
象
者
の
要
件
を
満
た
し
、
か
つ

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
な
い
方
と

な
り
ま
す
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
、
訪
問
看
護
、
福
祉
用
具
貸

与
等
で
す
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
月
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
）。

⑫
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等

　紙
お
む
つ
助
成
事
業

　
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
に
対

し
、
紙
お
む
つ
購
入
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
申
請
は
半
年
ご
と
に
受
け

付
け
（
4
月
上
旬
・
10
月
上
旬
）
ま
す
。

▼
対
象
　尿
失
禁
な
ど
に
よ
り
常
時
紙

お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
65
歳
以
上

の
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
で
、
市
民

税
所
得
割
非
課
税
世
帯
の
方

⑬
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事
業

　（G
P
S
）

　
認
知
症
の
た
め
に
徘
徊
の
お
そ
れ
の

あ
る
高
齢
者
の
安
全
な
生
活
を
確
保
す

る
た
め
、
位
置
検
索
装
置
（
G
P
S
）

利
用
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

▼
対
象
　在
宅
で
生
活
す
る
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ
る

認
知
症
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
同
一
世
帯
の
家
族

⑭
高
齢
者
外
出
支
援
助
成
事
業 

　　
在
宅
で
、
交
通
手
段
の
利
用
が
困
難

な
高
齢
者
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー
利
用
料

金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
　75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
ま
た
は
、
65
歳
以
上
の
方
の
み

の
世
帯
に
属
す
る
75
歳
以
上
の
方

で
、
い
ず
れ
も
市
民
税
が
非
課
税
の

方
⑮
介
護
予
防
事
業

　
い
つ
ま
で
も
自
立
し
、
自
分
ら
し
い

生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
か
を
学
び
ま
す
。

○
い
き
い
き
百
歳
体
操

　
　
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
、
手
首
・
足

首
に
重
り
を
巻
い
て
行
う
筋
力
運
動

を
、
住
民
主
体
と
な
り
グ
ル
ー
プ

（
5
人
以
上
）
で
実
施

○
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防

・
フ
レ
イ
ル
予
防
講
演
会
　
高
齢
者
に

起
こ
り
や
す
い
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て

実
施

・
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
　
高
齢
者
が
早

期
に
フ
レ
イ
ル
の
兆
候
に
気
づ
く
た

め
の
簡
単
な
体
力
検
査
を
実
施

・
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
　
高
齢

者
自
身
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、
フ

レ
イ
ル
予
防
の
担
い
手
を
養
成

▼
対
象
　お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
す
べ
て

の
方

○
や
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
介
護
予
防
事
業

　
　
地
域
の
公
民
館
な
ど
で
体
操
や
健

康
講
話
な
ど
を
行
う
地
域
の
方
の
集

ま
り
の
場

○
あ
つ
ま
れ
楽
笑
塾

　
　
健
康
で
過
ご
す
た
め
の
知
識
を
学

ぶ
た
め
に
、
体
操
、
脳
ト
レ
、
音
楽

療
法
を
実
施

▼
対
象
　65
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方

○
み
ん
な
で
快
笑
塾

　
　
健
康
に
つ
い
て
の
学
習
、
椅
子
に
座

っ
た
ま
ま
で
き
る
運
動
な
ど
を
実
施

▼
対
象
　65
歳
以
上
で
介
護
予
防
が
必

要
な
方
、
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
、
総
合
事
業
の
対
象
者

で
な
い
方
、
継
続
し
て
参
加
で
き
る

方
、
介
助
の
必
要
が
な
い
方
、
送
迎

が
必
要
な
方

⑯
介
護
マ
ー
ク
配
布
事
業

　
認
知
症
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方
を

介
護
し
て
い
る
方
が
、
周
囲
か
ら
誤
解

や
偏
見
を
も
た
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
介
護
マ
ー
ク
（
首
か
ら
下
げ
る
も

の
）
を
配
布
し
ま
す
。

▼
対
象
　介
護
者
（
市
内
在
住
の
、
介

護
の
必
要
な
方
ま
た
は
障
が
い
の
あ

る
方
を
介
護
し
て
い
る
方
）

※
各
事
業
の
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
①
〜
⑥
に
つ
い
て
は

　
福
祉
総
務
課
　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
5

・
⑦
〜
⑯
に
つ
い
て
は

　
長
寿
介
護
課
　
介
護
支
援
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2

　市
で
は
、
在
宅
支
援
事
業
や
介
護
予
防
事
業
、
介
護
を
し
て
い
る

家
族
へ
の
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　市
で
は
、
在
宅
支
援
事
業
や
介
護
予
防
事
業
、
介
護
を
し
て
い
る

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

ご
案
内
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心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
社
会
の
一

員
と
し
て
社
会
活
動
に
参
加
し
、
地
域
の

中
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
各

種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
社
会
生
活
を

支
援
し
ま
す
。

①
介
護
給
付・訓
練
等

　給
付
サ
ー
ビ
ス

  

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
の
障
が
い
者（
児
）の
居
宅
を
訪
問

し
て
行
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
居
宅
介

護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
の
ほ
か
、
重
度
訪

問
介
護
、
行
動
援
護
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

  

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
の
障
が
い
者
で
、
日
中
、
医
療
支

援
や
入
浴
、
生
活
介
護
な
ど
が
必
要
な
方

が
、
医
療
機
関
・
福
祉
施
設
な
ど
で
過
ご

す
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
生
活
介
護
や
療
養
介

護
、
短
期
入
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
就
労
に
向
け
た
訓
練
や
働

く
場
の
提
供
を
行
う
就
労
移
行
支
援
や
就

労
継
続
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま

す
。

  

居
住
系
サ
ー
ビ
ス

　
一
般
の
在
宅
居
住
が
困
難
で
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
（
専
門
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
援
助

を
受
け
な
が
ら
、
一
般
の
住
宅
な
ど
で
共

同
生
活
を
行
う
）
で
の
生
活
が
必
要
な
方

や
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
生
活
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
方
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

  

障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
障
害
者
総
合
支
援
法
上
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
が
、
福

祉
施
設
な
ど
で
生
活
介
護
に
準
じ
た
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合

に
、
市
独
自
の
事
業
と
し
て
行
い
ま
す
。

②
障
害
児
通
所
サ
ー
ビ
ス

　
児
童
発
達
支
援
や
保
育
所
等
訪
問
支

援
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
在

宅
の
障
が
い
児
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
、
支
給
を
行
い
ま
す
。

③
自
立
支
援
医
療
制
度

  

更
生
医
療

　
18
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
が
、
現
在

あ
る
障
が
い
を
軽
減
（
ま
た
は
現
状
維

持
）
す
る
た
め
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

  

育
成
医
療

　
18
歳
未
満
の
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
児

童
、
ま
た
は
治
療
を
行
わ
な
い
と
将
来
障

が
い
を
残
す
と
認
め
ら
れ
る
疾
患
の
あ
る

児
童
が
、
そ
の
疾
患
を
除
去
・
軽
減
す
る

た
め
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

  

精
神
通
院
医
療

　
精
神
の
障
が
い
に
よ
り
、
通
院
に
よ
る

医
療
行
為
が
必
要
な
方
の
医
療
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

④
補
装
具
費
の
支
給
（
修
理
）

　
身
体
的
欠
損
や
機
能
障
が
い
を
補
う
た

め
の
補
装
具
購
入
（
修
理
）
費
を
助
成
す

る
事
業
で
す
。

　
た
だ
し
、
介
護
保
険
制
度
が
優
先
さ
れ

ま
す
の
で
、
給
付
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

※
市
民
税
課
税
額
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

⑤
地
域
生
活
支
援
事
業

　
障
が
い
の
あ
る
方
が
、
地
域
で
生
活
し

て
い
く
た
め
の
社
会
参
加
や
地
域
活
動
を

支
援
し
て
い
く
事
業
で
す
。

○
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

○
社
会
参
加
支
援
事
業
（
移
動
支
援
・
日

中
一
時
支
援
・
生
活
訓
練
な
ど
）

○
意
思
疎
通
支
援
事
業
（
手
話
通
訳
・
要

約
筆
記
者
の
派
遣
な
ど
）

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
　
ほ
か

⑥
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
が
病
院
な
ど

で
保
険
診
療
を
受
け
た
と
き
の
医
療
費
の

自
己
負
担
分
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

※
助
成
方
法
は
自
動
還
付
方
式
（
医
療
機

関
窓
口
で
、
受
給
者
証
を
提
示
し
医
療

費
を
支
払
う
こ
と
で
、
後
日
自
動
的
に

指
定
口
座
に
還
付
さ
れ
る
方
法
）
で
行

い
ま
す
。
た
だ
し
、
県
外
受
診
や
針
灸

な
ど
一
部
の
医
療
は
償
還
払
い
（
一
度

支
払
っ
て
か
ら
領
収
書
を
持
参
し
窓
口

で
申
請
す
る
）
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

⑦
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

　
在
宅
で
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
や
要

介
護
高
齢
者
（
非
課
税
世
帯
で
、
介
護
慰

労
金
を
支
給
さ
れ
て
い
る
方
に
介
護
さ
れ

て
い
る
高
齢
者
）
を
対
象
に
タ
ク
シ
ー
券

を
発
行
し
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助

成
す
る
事
業
で
す
。

　
県
の
補
助
を
受
け
て
行
う
「
重
度
心
身

障
害
者（
児
）タ
ク
シ
ー
券
」
と
、
市
単
独

事
業
で
あ
る
「
笛
吹
市
社
会
参
加
タ
ク
シ

ー
券
」
の
2
種
類
を
1
カ
月
あ
た
り
2
枚

ず
つ
交
付
し
ま
す
。

※「
重
度
心
身
障
害
者（
児
）タ
ク
シ
ー
券
」

は
１
回
の
乗
車
に
１
枚
の
み
使
用
、

「
市
社
会
参
加
タ
ク
シ
ー
券
」
は
、
１

回
の
乗
車
に
何
枚
で
も
使
用
で
き
ま

す
。
タ
ク
シ
ー
券
の
単
価
は
、
6
4
0

円
で
す
。

⑧
介
助
用
自
動
車
購
入
等
助
成

　
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
に
障
が
い
が
あ

り
、
車
い
す
を
常
時
使
用
す
る
在
宅
の
重

度
身
体
障
が
い
者
を
介
助
す
る
た
め
の
リ

フ
ト
付
自
動
車
（
新
車
）
購
入
費
ま
た
は

改
造
費
を
助
成
す
る
事
業
で
す
。

⑨
特
別
児
童
扶
養
手
当

　　
20
歳
未
満
の
在
宅
の
心
身
障
が
い
者

（
児
）を
扶
養
し
て
い
る
方
に
対
す
る
手
当

て
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

⑩
特
別
障
害
者
手
当
な
ど

　
20
歳
以
上
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
重

複
障
が
い
な
ど
、
著
し
い
障
が
い
が
あ

り
、
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
在

宅
の
障
が
い
者
に
対
す
る
手
当
て
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

⑪
障
害
児
福
祉
手
当

　
20
歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は
知
的
・
精

神
に
重
複
障
が
い
な
ど
、
著
し
い
障
が
い
が

あ
り
、
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
在

宅
の
障
が
い
児
に
対
す
る
手
当
て
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
3
歳
未
満
の
場
合
は
支
給
の
制
限
が
あ

り
ま
す
。

⑫
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

　
18
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
の
難
聴

児
に
対
し
、
健
全
な
発
達
を
支
援
す
る
た

め
、
補
聴
器
の
購
入
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

⑬
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布
事
業

　
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
ま
た
は
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
な
ど
で
災
害
時
避
難

行
動
要
支
援
者
台
帳
に
登
録
し
て
い
る
方

に
、
か
か
り
つ
け
医
や
家
族
の
連
絡
先
な
ど

の
情
報
を
記
入
し
た
シ
ー
ト
な
ど
を
保
管
す

る
容
器
を
配
布
し
、
災
害
時
や
緊
急
時
の

迅
速
な
情
報
伝
達
を
支
援
し
ま
す
。

⑭
や
ま
な
し
思
い
や
り
パ
ー
キ
ン

グ
制
度 

　　
障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
の
方
、
け
が

人
、
妊
産
婦
の
方
な
ど
で
車
の
乗
り
降
り

や
移
動
に
配
慮
が
必
要
な
方
に
「
思
い
や

り
駐
車
区
画
」
の
利
用
証
を
交
付
し
、
公

共
施
設
、
店
舗
な
ど
の
障
害
者
等
用
駐
車

場
を
優
先
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
制
度
で
す
。

⑮
介
護
マ
ー
ク
配
布
事
業

　
認
知
症
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方
を
介

護
し
て
い
る
方
が
、
周
囲
か
ら
誤
解
や
偏

見
を
も
た
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
市
内

在
住
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
を
介
護
し

て
い
る
方
に
、
介
護
マ
ー
ク
（
首
か
ら
下

げ
る
も
の
）
を
配
布
し
ま
す
。

⑯
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
福
祉
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
本
人
や
そ
の

家
族
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支

援
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
権
利
擁
護
の
た
め

に
必
要
と
な
る
援
助
も
行
い
ま
す
。

　
相
談
の
窓
口
は
、「
笛
吹
市
障
が
い
者

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
ほ
か
に
、

市
が
相
談
支
援
業
務
を
委
託
す
る
3
カ
所

の
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。

・
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
8
0
0

　
笛
吹
市
役
所
保
健
福
祉
館
2
階

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
4

【
相
談
業
務
の
委
託
事
業
所
】

・
支
援
セ
ン
タ
ー
　
ふ
え
ふ
き

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
4
4
8

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7

・
美
咲
園
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

　
笛
吹
市
八
代
町
北
2
3
6

　
☎
0
5
5（
2
6
5
）1
8
5
0

・
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
笛
吹
市
石
和
町
下
平
井
3
2
9

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
7
7

⑰
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
配
布

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
手
助
け
が
必
要
な

方
と
手
助
け
し
た
い
方
を
結
ぶ
カ
ー
ド
で

す
。
あ
ら
か
じ
め
配
慮
し
て
欲
し
い
こ
と

な
ど
を
記
入
し
て
、
日
常
の
生
活
や
災
害

時
・
緊
急
時
な
ど
周
囲
に
手
助
け
を
求
め

た
い
と
き
に
使
用
し
、
手
助
け
を
求
め
や

す
く
す
る
カ
ー
ド
で
す
。
希
望
者
に
は
窓

口
で
配
布
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い

て
も
市
役
所
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
自
動
車
税
の
減
免

○
N
H
K
受
信
料
の
免
除

○
自
動
車
燃
料
費
助
成

○
心
身
障
害
者
扶
養
共
済

○
そ
の
ほ
か
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
こ
と

※
障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
障
が
い

者
の
定
義
に
難
病
疾
患
な
ど
が
加
わ
っ

た
こ
と
で
、
対
象
と
な
る
方
は
、
身
体

状
況
に
応
じ
て
①
介
護
給
付
・
訓
練

等
給
付
サ
ー
ビ
ス
、
④
補
装
具
費
の
支

給
、
⑤
地
域
生
活
支
援
事
業
の
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
3

　
℻
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
6

〜
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
〜

〜
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
〜

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内
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男女共同参画宣言都市　笛吹市
■問合せ先　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎ 055（262）4111

　内閣府が平成28年9月に実施した世論調査では、
職業や役職において今後女性がもっと増える方がよ
いと思うのはという質問に対し、次のような結果と
なりました。
　複数回答で上位６項目に挙がったのは、「国会議員、
地方議会議員」の割合が58.3％と最も高く、以下、
「企業の管理職」（47.0％）、「閣僚（国務大臣）、都道
府県・市（区）町村の首長」（46.1％）、「小中学校・
高校の教頭・副校長・校長」（42.0％）、「国家公務員
・地方公務員の管理職」（41.0％）、「裁判官、検察官、
弁護士」（38.7％）などの順となっています。
　もっと多くの女性が、さまざまな職業や役職に就
くことができるよう、チャレンジする気持ちとそれ
を支援する気持ちや仕組みを整えていきたいもので
すね。

笛吹市男女共同参画推進委員会

笛ちゃん 吹ちゃん

　内閣府が平成28年9月に実施した世論調査では、
職業や役職において今後女性がもっと増える方がよ
いと思うのはという質問に対し、次のような結果と

女性が増えるとよいと思う
職業は…？（世論調査から）

　昨年度は、第６期推進委員会が発足し、全体会議３回、幹
事会（５回）のほか、家庭、職場、地域、広報の各部会に
よる活動をそれぞれ実施してきました。
　各部会では、家族で参加できる料理教室の開催や川柳の
募集など（家庭部会）、市内企業への普及啓発や実態調査、
アンケートの実施など（職場部会）、紙芝居の上演とアンケ
ートの実施など（家庭部会）、広報を通じた情報発信や取材
など（広報部会）といった活動を行いました。そのほか、各
地での研修会やフォーラム等への参加、市民まつりへの参
加など、昨年度も男女共同参画施策の具現化に取り組んで
きました。
　今年度も、引き続き推進委員会の活動をとおして、男女
共同参画のまち笛吹市の実現に向けて活動してまいります。

　昨年度は、第６期推進委員会が発足し、全体会議３回、幹
事会（５回）のほか、家庭、職場、地域、広報の各部会に
よる活動をそれぞれ実施してきました。

昨年度の推進委員会（活動報告）

平成30年度やまなし男と女の
フォーラム開催のお知らせ

日　時：６月24日（日）午後1時30分～
会　場：甲府市総合市民会館
テーマ：「逃げるは恥だが役に立つに学ぶ
　　　　～あなたの未来～」
内　容：男女共同参画推進事業者等表彰
　　　　講演会・トークセッション
　　　　講師　海野つなみ氏（漫画家）
　　　　　　　石阪督規氏（埼玉大学教授）
参加費：無料（手話通訳、無料託児あり）
申　込：山梨県 県民生活・男女参画課
　　　　　☎ 055（223）1358
  　　　 　℻ 055（223）1320

58.3%

47.0%

46.1%

42.0%

41.0%

38.7%

34.5%

34.2%

32.8%

30.8%

30.5%

30.0%

27.7%

25.4%

9.8%

0.6%

2.7%

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％
（複数回答）

■総　数　（N＝3,059人, M.T.＝532.2%）

データで見る男女共同参画

６月は男女共同参画推進月間です

推進月間中のイベント情報

国会議員、地方議会議員

企業の管理職

閣僚(国務大臣)、都道府県・市(区)町村の首長

小中学校・高校の教頭・副校長・校長

国家公務員・地方公務員の管理職

裁判官、検察官、弁護士

医師・歯科医師

企業の技術者・研究者

起業家

上場企業の役員

大学教授・学長など

国連などの国際機関の幹部職

自治会長、町内会長など

新聞・放送の記者

特にない

その他

わからない

　国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
は
、

国
保
制
度
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

国
保
税
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
国
保
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
、

国
保
税
の
納
期
限
内
で
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

　国
保
が
都
道
府
県
単
位
で
運
営
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
今
年
度
か
ら
県
が
算

定
し
た
標
準
保
険
税
率
を
も
と
に
、
市

町
村
が
次
の
項
目
ご
と
に
保
険
税
率
を

決
定
す
る
形
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

○
世
帯
の
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て

計
算
さ
れ
る
「
所
得
割
」

○
世
帯
の
被
保
険
者
の
固
定
資
産
税
額

に
応
じ
て
計
算
さ
れ
る
「
資
産
割
」

○
世
帯
の
被
保
険
者
数
に
応
じ
て
計
算

さ
れ
る
「
均
等
割
」

○
一
世
帯
あ
た
り
の
負
担
額
で
あ
る
「
平

等
割
」

　都
道
府
県
単
位
で
運
営
さ
れ
る
国
保

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
町
村
が
そ
れ

ぞ
れ
の
保
険
税
の
算
定
方
式
や
保
険
税
率

を
決
め
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

年
度
の
途
中
で
40
歳
に
な
る
と
き
は

　40
歳
の
誕
生
日
の
月
（
1
日
が
誕
生

日
の
方
は
そ
の
前
月
）
の
分
か
ら
介
護

保
険
分
を
納
め
ま
す
。
該
当
者
が
い
る

場
合
は
、
年
度
途
中
で
税
額
が
変
更
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
る
方
が

い
る
と
き
は

　65
歳
に
な
る
前
月
（
1
日
が
誕
生
日

の
方
は
そ
の
前
々
月
）
ま
で
の
介
護
保

険
分
を
計
算
し
、
国
保
税
と
し
て
年
度

末
ま
で
の
納
期
に
分
け
て
計
算
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
年
度
途
中
で
の
介
護
保

険
分
に
よ
る
年
税
額
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

年
度
の
途
中
で
75
歳
に
な
る
方
が

い
る
と
き
は

　75
歳
に
な
る
前
月
（
1
日
が
誕
生
日

の
方
は
そ
の
前
々
月
）
ま
で
の
国
保
税

と
し
て
年
度
末
ま
で
の
納
期
に
分
け
て

計
算
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
年
度
額
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　国
保
税
は
、
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て

世
帯
主
に
納
税
通
知
書
を
送
り
ま
す
。

世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
で
は
な
い

場
合
で
も
、
住
民
票
世
帯
内
に
国
保
被

保
険
者
が
い
れ
ば
、
国
保
税
の
納
付
義

務
者
は
世
帯
主
と
な
り
ま
す
の
で
、
納

税
通
知
書
・
納
付
書
は
世
帯
主
宛
て
に

送
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　国
民
健
康
保
険
課

　国
保
総
務
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

笛
吹
市
国
民
健
康
保
険
通
信

国
民
健
康
保
険
税
は
国
保
の

大
切
な
財
源
で
す

国
保
税
は
ど
う
や
っ
て

決
ま
る
の
？

国
保
税
の
税
額
の
内
訳
は

年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

国
保
税
の
納
税
通
知
書
は

世
帯
主
宛
て
に
7
月
中
旬
に

郵
送
し
ま
す

(ア）国保税（医療保険分）

　　　（イ）国保税（後期高齢者支援分）

介護保険料

（ウ）国保税（介護保険分）

④１世帯あたりの負担額

③世帯の被保険者数に
　応じて計算

②世帯の被保険者の資産に
　応じて計算

①1世帯の被保険者の所得に
応じて計算

平等割

均等割

資産割

所得割

平等割

均等割

資産割

所得割

平等割

均等割

資産割

所得割

(ア）医療保険分 （イ）後期高齢者支援分 （ウ）介護保険分世帯の国保税

0歳 40歳 65歳

40歳 65歳

75歳

介護保険制度
※国保税とは別に納めることになります
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八代町奈良原区での訓練風景

平成27年6月　芦川町鶯宿地内での落石

一宮町金沢区での訓練風景

　こ
れ
か
ら
梅
雨
の
時
期
に
な
り
ま

す
。
こ
の
時
期
か
ら
、
大
雨
や
台
風
に

よ
る
土
砂
災
害
や
浸
水
被
害
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

　土
砂
災
害
な
ど
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
も
、
日
頃
の
備
え
や
、
気
象
情
報
な

ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　土
砂
災
害
の
危
険
の
あ
る
箇
所
は
、

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認
で

き
ま
す
。

　ま
た
、
市
に
は
、
危
険
箇
所
が
土
砂

災
害
警
戒
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
所
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　県
と
甲
府
地
方
気
象
台
で
は
、
共
同

で
大
雨
に
よ
り
土
砂
災
害
が
い
つ
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
と
な
っ
た

と
き
に
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通

じ
て
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
を
発
表

し
ま
す
。
市
か
ら
も
防
災
行
政
無
線
お

よ
び
地
元
消
防
団
に
よ
る
広
報
活
動
な

ど
を
通
じ
て
伝
達
し
ま
す
。

　こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
は
早

め
の
避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
情
報
が
発
表
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、

土
砂
災
害
の
恐
れ
を
感
じ
た
と
き
は
、

避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
市
内
13
カ

所
の
降
雨
量
や
積
算
降
雨
量
を
確
認
で

き
ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
防
災
・

災
害
」
の
バ
ナ
ー
を
選
択
し
、「
笛
吹

市
雨
量
情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　市
で
は
、
毎
年
土
砂
災
害
警
戒
区
域

を
含
む
一
地
区
で
土
砂
災
害
訓
練
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
行
政
区
単
位

で
自
主
防
災
組
織
を
整
備
し
、
災
害
に

備
え
訓
練
や
必
要
な
備
品
を
整
え
て
い

ま
す
が
、「
災
害
＝
地
震
」
の
み
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
土
砂
災
害
な
ど
の
災
害

も
想
定
し
、
訓
練
を
行
う
こ
と
は
非
常

に
大
切
で
す
。

　5
・
6
月
号
広
報
紙
内
の
「
モ
モ
ッ

ピ
ー
と
一
緒
に
防
災
」
で
も
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
が
、「
避
難
所
」
と
「
避
難

場
所
」
は
目
的
・
用
途
が
そ
れ
ぞ
れ
違

い
ま
す
。

　あ
ら
か
じ
め
、
指
定
避
難
所
や
指
定

緊
急
避
難
場
所
を
確
認
し
、
災
害
の
時

に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
な
お
、
指
定
さ
れ
た
指
定
避
難
所
や

指
定
緊
急
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
最
新
の

各
行
政
区
の
指
定
避
難
所
・
指
定
緊

急
避
難
場
所
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
指
定
避
難
所
　大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
際
に
、
家
に
戻
れ
な
く
な
っ
た

方
が
一
時
的
に
滞
在
す
る
場
所
、
ま

た
は
災
害
の
危
険
性
が
な
く
な
る
ま

で
必
要
な
期
間
一
時
的
に
滞
在
す
る

場
所
で
市
が
指
定
し
た
施
設
で
す
。

▼
指
定
緊
急
避
難
場
所
　災
害
の
危
険

が
切
迫
し
た
状
況
に
お
い
て
、
生
命

の
安
全
確
保
目
的
と
し
、
緊
急
に
避

難
す
る
際
の
避
難
場
所
で
、
市
が
指

定
し
た
場
所
で
す
。

■
問
合
せ
先

防
災
危
機
管
理
課

　消
防
防
災
担
当

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
6
1

■
問
合
せ
先

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・
避
難
所
な
ど
に

つ
い
て

防
災
危
機
管
理
課

　消
防
防
災
担
当

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
6
1

・
浸
水
想
定
区
域
・
土
砂
災
害
警
戒
区

域
な
ど
・
雨
量
情
報
に
つ
い
て

土
木
課

　総
務
用
地
担
当

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

石和南小学校
石和東小学校
石和北小学校
富士見小学校
石和西小学校
石和中学校
石和農村スポーツ広場
御坂西小学校
御坂中学校
御坂東小学校
みさかの湯
一宮中学校
一宮西小学校
一宮南小学校
一宮北小学校
浅川中学校
八代小学校
境川スポーツセンター
境川小学校
春日居小学校
春日居中学校
芦川小学校

グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド
グラウンド

×
○
×
×
×
×
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

石和南小学校
石和東小学校
石和北小学校
富士見小学校
石和西小学校
石和中学校
スコレーセンター
笛吹高校
御坂西小学校
御坂児童センター
御坂中学校
御坂東小学校
みさかの湯
一宮中学校
一宮西小学校
一宮南小学校
一宮北小学校
八代総合会館
若彦路ふれあいスポーツ館
浅川中学校
八代小学校
境川スポーツセンター体育館
境川小学校
境川坊ヶ峯ふれあいセンター
寺尾の湯
春日居小学校
春日居中学校
春日居福祉保健センター
春日居福祉会館
芦川小学校

№ 指定避難所名 区分 住所 洪水 崖崩れ、土石流および地滑り 地震
災害種別

体育館
体育館
体育館
体育館
体育館
体育館
施設
体育館
体育館
施設
体育館
体育館
施設
体育館
体育館
体育館
体育館
施設
体育館
体育館
体育館
体育館
体育館
施設
施設
体育館
体育館
施設
施設
体育館

石和町市部720
石和町中川478
石和町松本1442―20
石和町今井10
石和町唐柏360
石和町小石和716
石和町広瀬626―１
石和町市部3
御坂町夏目原592―１
御坂町栗合372―12
御坂町下野原1257
御坂町上黒駒1692
御坂町成田2200
一宮町末木801
一宮町東原330―2
一宮町土塚655―2
一宮町中尾933
八代町南527
八代町南457
八代町岡1111
八代町岡780
境川町三椚７
境川町小黒坂1941
境川町藤垈2588
境川町寺尾1534
春日居町桑戸664
春日居町鎮目613―2
春日居町加茂77―１
春日居町寺本142―１
芦川町中芦川835

×
○
×
×
×
×
×
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×
×
×
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
×

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

■ 指定避難所一覧

■ 指定緊急避難場所一覧
№ 施設・場所名 区分 指定避難所との重複洪水 崖崩れ、土石流および地滑り 地震

対象とする異常な現象の種類

指
定
避
難
所
・

指
定
緊
急
避
難
場
所

を
確
認
し
ま
し
ょ
う

6
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

6
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

危
険
箇
所
や
前
兆
を
知
り
、
早
め
に

避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

危
険
箇
所
や
前
兆
を
知
り
、
早
め
に

避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

土
砂
災
害
警
戒
情
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

土
砂
災
害
警
戒
情
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

日
頃
か
ら
土
砂
災
害
に
備
え
、

準
備
を
し
ま
し
ょ
う

日
頃
か
ら
土
砂
災
害
に
備
え
、

準
備
を
し
ま
し
ょ
う
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■問合せ先　防災危機管理課　消防防災担当　☎ 055（261）3361

モモッピー（以下、桃）
「6月は梅雨で雨の日が多くて、外で遊べな
くて寂しいッピ」
防災のお兄さん（以下、兄）
「外で遊べないのも寂しいけれど、梅雨の長
雨のときは土砂災害が起こる可能性もあるの
で、天気には注意したい時期だね」
桃「土砂災害が起きても、先月指定避難所を覚
えたから心配ないッピ！」
兄「ダメだよモモッピー。土砂災害などは、実
際に災害が起こる前に、危険に気がついて対
応することが大切なんだよ」
桃「そうか。災害が起きてから避難所に向かうのではなくて、災害が起こる前に安全な場所に
避難していることが大切なんだね」
兄「そのとおり！そして、指定避難所によっては、災害種別によって開設されない場所もある
ので、もう一度チェックしておこうね」

　指定避難所・指定緊急避難場所については、市ホームページなどで調べることができます。

モモッピーと

一緒に防災
土砂災害に注意しよう

①③

②

ス
プ
リ
ン
ク
ル
・
ス
タ
ー
ラ
イ
ト

　
チ
ャ
ン
テ
ィ
ー
（
ピ
ア
ノ
＆
ボ
ー
カ

ル
）、
野
武
大
誠
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、

よ
し
う
ら
け
ん
じ
（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

の
ト
リ
オ
で
、
耳
馴
染
み
な
曲
を
中
心

に
お
送
り
し
ま
す
。
子
ど
も
も
楽
し
め

る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
日
時
　
6
月
17
日（
日
）

○
開
場
　
午
後
4
時

○
開
演
　
午
後
4
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
曲
目
　
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ

ー
、
懐
か
し
き
日
本
の
童
謡
た
ち
、

情
熱
大
陸
、
イ
パ
ネ
マ
の
娘
　
ほ
か

▼
入
場
料
　
無
料
（
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

で
入
場
整
理
券
を
配
布
中
）　

　
14
歳
よ
り
単
身
で
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院

付
属
中
央
音
楽
学
校
に
留
学
し
て
い
る

石
和
町
出
身
の
小
野
順
平
さ
ん
と
、
そ

の
仲
間
た
ち
に
よ
る
す
て
き
な
コ
ン
サ

ー
ト
で
す
。
出
演
は
、
小
野
順
平
（
チ

ェ
ロ
）、
小
野
晋
之
介
（
フ
ル
ー
ト
）、

小
野
恵
子
（
ピ
ア
ノ
）、
小
石
晋
（
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
）
ほ
か
で
す
。
子
ど
も
も

楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
日
時
　
6
月
30
日（
土
）

○
開
場
　
午
後
4
時

○
開
演
　
午
後
4
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
曲
目
　
赤
と
ん
ぼ
、
ア
ー
ス
、
白
鳥

ほ
か

▼
入
場
料
　
無
料
（
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

で
入
場
整
理
券
を
配
布
中
）

■
問
合
せ
先
　（
公
財
）ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

　
御
坂
の
杜
似
顔
絵
教
室
会
員
が
描
い

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
風
間
繁
樹
氏

（
山
梨
美
術
協
会
会
員
）
に
指
導
い
た

だ
き
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

▼
展
示
期
間
　
6
月
2
日（
土
）〜
30
日

（
土
）

▼
イ
ベ
ン
ト
　
6
月
17
日（
日
）午
前
9

時
30
分
〜
正
午
ま
で
入
館
者
の
似
顔

絵
を
作
成

▼
場
所
　
青
楓
美
術
館

○
開
館
時
間
　

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
）

○
休
館
日
　
月
曜
日

■
問
合
せ
先
　

・
青
楓
美
術
館

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）2
1
2
2

・
文
化
財
課
　
文
化
財
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
2

　
春
日
居
郷
土
館
は
、
総
合
展
示
室
の

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
改
修
工
事
の
た
め
、

6
月
5
日（
火
）か
ら
7
月
13
日（
金
）ま

で
の
間
は
休
館
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
文
化
財
課
　
文
化
財
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
2

　
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、

6
月
22
日
の
世
界
遺
産
登
録
決
定
日
と

セ
ン
タ
ー
開
館
2
周
年
を
記
念
し
、
ア

ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

▼
日
時
　
6
月
22
日（
金
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

　（
最
終
入
館
　
午
後
4
時
30
分
）

▼
場
所

　
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　（
富
士
河
口
湖
町
船
津
６
６
６
３
| 

1
）

▼
入
館
料
　
南
館
の
み
無
料

■
問
合
せ
先

　
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
5（
7
2
）0
2
5
9

サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド

▼
対
象
　
お
子
さ
ん
の
場
合
、
補
助
輪
な

し
で
自
転
車
に
乗
れ
る
こ
と
が
必
要

▼
日
時
　
6
月
3
日
（
日
）・
17
日
（
日
）

　
午
前
11
時
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
ど
ん
ぐ
り
の
森

▼
講
師
　
金
川
の
森
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

▼
定
員
　
20
人

▼
参
加
費
　
無
料

※
定
員
に
空
き
が
あ
れ
ば
当
日
申
し
込

み
も
可

森
林
ヨ
ガ
体
験

▼
日
時
　
6
月
9
日（
土
）　

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
ど
ん
ぐ
り
の
森

▼
講
師
　
佐
々
木 

裕
生
子
氏
（
森
林
ヨ
ー

ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
定
員
　
20
人

▼
参
加
費
　
無
料

コ
ケ
玉
を
作
ろ
う

▼
日
時
　
6
月
23
日（
土
）　

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
ど
ん
ぐ
り
の
森

▼
講
師
　
福
嶋 

孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ
ガ
ー

デ
ン
代
表
）

▼
定
員
　
24
人

▼
参
加
費
　
千
円

金
川
の
森
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

▼
日
時
　
6
月
30
日（
土
）　

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
ど
ん
ぐ
り
の
森

▼
講
師
　
坂
本
栄
樹
氏
（
富
士
山
国
際

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
協
会
）

▼
定
員
　
20
人

▼
参
加
費
　
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
代
と
し

て
5
0
0
円
（
ポ
ー
ル
を
お
持
ち
の

方
は
無
料
）

い
ず
れ
も

▼
申
し
込
み
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

に
電
話
、
F
A
X
、
E
メ
ー
ル
、
ま

た
は
窓
口
で

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
　

　
金
川
の
森
公
園
管
理
事
務
所
　

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5
　

　℻
0
5
5
3（
3
9
）9
8
2
1

　
E
メ
ー
ル

　info@
kanegaw

a-park.com

金
川
の
森

6
月
イ
ベ
ン
ト
情
報

催
　し

く
ら
し
の

情
報

Inform
ation of living
ふ
え
ふ
き
文
化・ス
ポ
ー
ツ

振
興
財
団
の
催
し

山
梨
か
ら
世
界
へ

は
ば
た
く
学
生
と
共
に

春
日
居
郷
土
館
休
館
の

お
知
ら
せ

県
立
富
士
山

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト

ぶ
ど
う
畑
の

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

御
坂
の
杜
似
顔
絵
教
室
展

①チャンティー
②野武大誠
③よしうらけんじ

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談
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日
々
の
授
業
の
中
で
生
徒
が
心
を
込

め
て
作
っ
た
野
菜
、
そ
の
野
菜
や
果
物

を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
な
ど
を
販

売
し
ま
す
。
カ
フ
ェ
で
は
、
各
種
お
飲

み
物
と
焼
き
菓
子
で
お
も
て
な
し
し
ま

す
。

▼
日
時
　
6
月
5
日（
火
）

　
午
後
1
時
15
分
〜
2
時
15
分

▼
場
所
　
桃
花
台
学
園

▼
入
場
料
　
無
料

■
問
合
せ
先

　
県
立
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
7
6
0

▼
日
時
　
6
月
9
日（
土
）〜
18
日（
月
）

▼
場
所
　
八
代
町
四
ツ
沢
砂
防
公
園
ほ

た
る
水
路
周
辺

▼
駐
車
場
　
リ
ニ
ア
展
望
台
駐
車
場

※
大
型
車
両
（
バ
ス
な
ど
）
は
、
八
代

ふ
る
さ
と
公
園
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
稲
山
ほ
た
る
銀
河
の
会

　
☎
0
9
0（
3
0
6
4
）6
3
1
4

　
10
月
6
日
か
ら
8
日
の
3
日
間
、
ス

コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
全
国
か
ら
音
楽
愛

好
家
が
集
い
、
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
音
楽
祭
に
出
演
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
合
唱
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま

す
。
曲
目
は
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
「
新

世
界
よ
り
」、
ス
メ
タ
ナ
「
ど
う
し
て

喜
ば
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
」
な
ど
で
す
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
出
演
者
募
集
内
容

▼
募
集
楽
器
　
弦
楽
器
、
管
楽
器

▼
応
募
条
件
　
音
楽
祭
開
催
期
間
中
の

練
習
と
本
番
に
参
加
で
き
る
方

▼
参
加
費
　
1
万
1
0
0
0
円

合
唱
出
演
者
募
集
内
容

▼
募
集
パ
ー
ト
　
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
、

テ
ノ
ー
ル
、
バ
ス

▼
合
唱
指
導
者
　
川
口
聖
加

▼
応
募
条
件
　
音
楽
祭
開
催
期
間
中
の

練
習
と
本
番
に
参
加
で
き
る
方

※
6
月
か
ら
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
合
唱
練
習
が
あ
り
ま
す
。

▼
参
加
費
　
7
千
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

▼
応
募
資
格

　
介
護
支
援
専
門
員
ま
た
は
同
等
の
資

格
・
経
験
の
あ
る
方

▼
任
用
期
間
　
原
則
6
カ
月
以
内

※
場
合
に
よ
っ
て
は
継
続
任
用
あ
り
。

▼
勤
務
時
間
　
平
日
　
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
（
要
相
談
）

▼
募
集
人
数
　
1
人

▼
勤
務
内
容
　
介
護
保
険
の
住
宅
改
修

事
務
、
介
護
保
険
給
付
関
係
事
務
な

ど
▼
賃
金
（
時
給
）

　8
6
5
円
〜
1
0
8
4
円

▼
応
募
方
法
　
事
前
連
絡
の
上
、
履
歴

書
と
資
格
証
の
写
し
を
本
人
が
長
寿

介
護
課
に
持
参

※
申
込
者
の
中
か
ら
選
考
し
採
用
し
ま

す
。
待
遇
・
勤
務
条
件
な
ど
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
合
せ
先

長
寿
介
護
課
　
給
付
適
正
担
当

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
3

▼
応
募
資
格

○
40
〜
65
歳
で
相
談
員
に
ふ
さ
わ
し
い

人
格
と
当
事
業
に
対
す
る
理
解
と
熱

意
が
あ
る
方

○
普
通
自
動
車
免
許
な
ど
を
持
ち
、
事

業
所
に
移
動
で
き
る
方

○
指
定
す
る
介
護
相
談
員
研
修
を
受
講

で
き
る
方

※
養
成
講
座
【
新
人
】

　
7
月
31
日（
火
）〜
8
月
3
日（
金
）

（
3
泊
4
日
　
東
京
）
と
9
月
14
日

（
金
）（
日
帰
り
　
東
京
）

※
現
任
研
修
【
2
年
目
以
降
】

　（
1
泊
2
日
　
東
京
）

※
そ
の
他
必
要
と
す
る
研
修

▼
活
動
期
間
　
委
嘱
後
2
年
間

▼
募
集
人
員
　
1
人

▼
活
動
内
容
　
介
護
保
険
施
設
利
用
者

の
話
を
聞
き
相
談
に
応
じ
る
、
事
業

所
で
行
わ
れ
る
行
事
等
に
参
加
す
る

な
ど

※
毎
月
活
動
報
告
書
を
提
出

▼
報
酬

　
1
事
業
所
訪
問
に
つ
き
3
千
円
（
交

通
費
含
む
）

▼
応
募
方
法
　
6
月
1
日（
金
）〜
25
日

（
月
）（
必
着
）
に
、
次
の
書
類
を
郵

送
ま
た
は
持
参
で

○
履
歴
書

○
応
募
の
理
由
と
相
談
員
活
動
へ
の
抱

負
（
4
0
0
字
程
度
）

■
応
募
・
問
合
せ
先

〒
4
0
6
|
0
0
3
1

笛
吹
市
石
和
町
市
部
8
0
0
　

笛
吹
市
役
所
　
長
寿
介
護
課

給
付
適
正
担
当
　

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
3

▼
資
格
　
高
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
で
、

65
歳
未
満
の
方
（
学
生
可
）

▼
雇
用
期
間

　
7
月
23
日（
月
）〜
8
月
24
日（
金
）　

▼
勤
務
時
間
　
午
前
7
時
30
分
〜
午
後

6
時
30
分
の
7
時
間
45
分
（
週
3
日

か
ら
可
能
）　

▼
日
額
　
6
7
0
0
円

※
保
育
士
・
教
員
資
格
な
ど
を
お
持
ち

の
方
　
8
0
0
0
円

▼
募
集
人
員
　
5
人
程
度

▼
申
し
込
み
　
7
月
6
日（
金
）ま
で
に

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
お
よ
び
臨
時

職
員
登
録
票
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
子
育
て
支
援
課
へ
本
人
が
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
臨
時
職
員
登
録
票
は
子
育
て
支
援
課

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
課

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4

　
平
成
28
年
1
月
に
開
設
し
た
当
セ
ン

タ
ー
を
P
R
す
る
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

を
募
集
し
ま
す
。
入
賞
者
に
は
賞
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

▼
応
募
締
め
切
り
　

　
7
月
11
日（
水
）午
後
4
時

▼
作
品
の
大
き
さ
　
Ａ
3
の
用
紙
（
縦

書
き
）

▼
応
募
方
法
　
当
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

W
E
B
サ
イ
ト
「
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ

ッ
ト
」
か
ら
取
得
し
た
応
募
用
紙
と

作
品
を
応
募
先
ま
で
郵
送
ま
た
は
持

参
で

※
募
集
要
項
を
ご
確
認
い
た
だ
い
た
上

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
･
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

〒
4
0
6
|
0
8
2
2

笛
吹
市
八
代
町
南
9
1
7

八
代
庁
舎
内

☎
0
5
5（
2
3
4
）5
1
0
0

　
月
1
回
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
、
い
ち
の

み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
正
面
玄

関
付
近
）
に
て
犬
猫
小
動
物
の
譲
渡
会

開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
譲
渡
希
望
の
個
人
・

保
護
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）3
1
1
2

　市営住宅石和四日市場団地建替え工事の完了に伴い、新規入居者募集を行います。

▼ 入居予定日　9月1日（土）～

▼ 住宅の概要　鉄筋コンクリート造4階建（笛吹市石和町四日市場40）　

▼ 募集期間　6月13日（水）～ 27日（水）（土・日曜日を除く）

▼ 募集戸数　10戸　○2DK（2人以下世帯）… 5戸（うち2戸は優先入居対象）　
○3DK（3人以上世帯）… 5戸（うち1戸は優先入居対象)
○「優先入居」… 障がい者がいる世帯、子育て世帯、母子世帯、父子世帯
○家賃（2DK･3DK）… 18,900円～ 56,100円　
※申込過多の場合は、公開抽選により入居者の選定を行います。
※申し込みについて、入居者の所得要件等資格要件があります。詳しくは、市ホームページで
ご確認いただくか、管理総務課総務住宅担当までお問い合わせください。

桃
花
ダ
イ
ス
キ
マ
ー
ケ
ッ
ト

笛
吹
音
楽
祭
参
加
者
募
集

稲
山
ほ
た
る
銀
河
の
会

ほ
た
る
祭
り

市
民
活
動
･
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

夏
休
み
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

臨
時
職
員
の
募
集

介
護
保
険
臨
時
職
員
募
集

動
物
譲
渡
者
募
集

介
護
相
談
員
募
集

市営住宅石和四日市場団地 入居者募集の案内

募

　集

■申込・問合せ先　管理総務課 総務住宅担当　☎055（261）3332
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子育て世代住宅取得に
対する補助金について

　子育て世代の移住・定住を進めるために、新
たに住宅を取得する方を支援します。なお、広報
ふえふき5月号4ページに概要を掲載しています。
▶対象　
・中学生以下の子ども（胎児を含む）がいる世
帯
・金融機関から10年間以上かつ1,000万円以
上の借入予定の方　など
▶対象住宅　新築・建売・中古の住宅（居住
用部分の面積が50㎡以上）
▶提出書類　○事業計画書　○交付申請書
▶提出期限　
○交付申請書は、住宅の取得日から1カ月以内
の提出が必要ですが、事前に事業計画書の
提出・承認が必要です。
○事業計画書は、契約後速やかに提出し、遅く
とも交付申請書よりも2週間前までに提出し
てください（ただし契約後1年以内）。
▶その他　住宅金融支援機構のフラット35など
の提携ローンを順次準備していますので、詳
細はお問い合わせください。

■問合せ先　企画課　移住定住担当
☎055（267）8970

▼
日
時

　6
月
8
日（
金
）

○
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

○
午
後
0
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所

　市
役
所
本
館
前
駐
車
場

▼
持
ち
物

　献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
、
本

人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
、
各
種
保
険
証
な
ど
）

■
問
合
せ
先

　健
康
づ
く
り
課

　健
康
企
画
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

　い
き
い
き
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
趣
味

な
ど
を
生
か
せ
る
や
り
が
い
の
あ
る
ポ

イ
ン
ト
制
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
た
め
の
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

　市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
方

▼
日
時

　6
月
25
日（
月
）

　午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　

▼
場
所

　八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

▼
定
員

　15
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　無
料

　

■
申
込
・
問
合
せ
先

　笛
吹
市
社
会
福

祉
協
議
会

　地
域
福
祉
課

　☎
0
5
5（
2
6
5
）5
1
8
2

▼
対
象

　
　

○
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
幼
児
児
童
生

徒
、
成
人
お
よ
び
保
護
者

○
教
育
・
福
祉
関
係
お
よ
び
視
覚
障
が

い
教
育
に
関
心
の
あ
る
方

　

○
本
校
へ
の
入
学
を
検
討
し
て
い
る
方

と
そ
の
家
族
お
よ
び
関
係
者

　な
ど

▼
日
時

　6
月
23
日（
土
）
　

　午
前
9
時
〜
午
後
2
時

▼
場
所

　県
立
盲
学
校

　（甲
府
市
下
飯
田
2
|
10
|
2
）
　
　

▼
内
容

　盲
学
校
の
概
要
説
明
お
よ
び

校
内
・
授
業
見
学

▼
参
加
料

　無
料

▼
申
し
込
み

　6
月
20
日（
水
）正
午
ま

で
（
受
付

　平
日

　午
前
9
時
〜
午

後
5
時
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　県
立
盲
学
校

　☎
0
5
5（
2
2
6
）3
3
6
1

　℻
0
5
5（
2
2
6
）3
3
6
2

▼
対
象

　0
歳
児
〜
大
学
生

▼
日
時

　7
月
8
日（
日
）〜
10
日（
火
）

　午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
場
所

　県
立
ろ
う
学
校

　（山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

▼
相
談
内
容
　○「
き
こ
え
」
と
「
こ
と

ば
」
に
関
す
る
悩
み
の
相
談

○「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ん
へ
の
か
か
わ
り
方

や
生
活
・
学
習
に
つ
い
て
（
育
児
相

談
・
教
育
相
談
）
な
ど

▼
参
加
料

　無
料

▼
申
し
込
み

　7
月
4
日（
水
）午
後
3

時
ま
で
に
電
話
か
F
A
X
で

■
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　☎
0
5
5
3（
2
2
）1
3
7
8

　℻
0
5
5
3（
2
2
）6
4
1
9

▼
対
象

　2
〜
3
歳
児
の
親
子

▼
日
時

　6
月
11
日（
月
）

　午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

▼
場
所

　春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

　栗
林
瑞
希
氏

▼
内
容

　親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

▼
定
員

　10
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　無
料

▼
持
ち
物

　水
分
補
給
用
の
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先

　春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

　☎
0
5
5
3（
2
6
）2
8
6
6

▼
対
象

　生
後
2
カ
月
〜
2
歳
ま
で
の

乳
児
親
子

▼
日
時

　6
月
21
日（
木
）

　午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　八
代
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

　荻
野
奈
見
氏
（
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
定
員

　10
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　無
料

▼
持
ち
物

　バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給

用
の
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先

　

　八
代
児
童
セ
ン
タ
ー

　☎
0
5
5（
2
6
5
）2
1
8
7

※詳しくは、お問い合わせください。

県立産業技術短期大学校  塩山キ
ャンパス（甲州市塩山上於曽1308）

☎0553（32）5202

県立就業支援センター
（甲府市塩部4-5-28）☎055（251）3210

山梨県職業能力開発協会
（甲府市大津町2130-2）☎055（243）4916

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆
シ

ェ
ー
プ
ア
ッ
プ
体
操
教
室

県
立
盲
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

夏
の「
き
こ
え
」と

「
こ
と
ば
」の
相
談
会

い
き
い
き
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
活
躍
し
ま
せ
ん
か

〜
献
血
に
ご
協
力
を
〜

気
軽
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

親
子
で
楽
し
く

リ
ト
ミ
ッ
ク
と
工
作
遊
び

子 

育 

て

▶はじめての中国語（7月開講）
▶商業簿記3級（後編）（8月開講）
※講座内容や日程などは都合により変更・中止になる場合
があります。
▶介護支援専門員（ケアマネジャー）試験対策講座
　（8月開講）
※仕事に役立つスキルアップ講座を通年で行っています。
▶ワード入門（7月開講）
▶商業簿記2級講座（7月開講）

内容・備考 申込・問合せ先

能力開発セミナー

健康・福祉

講座・教室

毎年６月は「食育月間」です
「食育」ってどんないいことがあるの? （農林水産省ホームページより）

朝食を毎日食べる

栄養バランスに配慮した食生活を実践する

朝食を毎日食べる人は、そうでない人と比較して
こんないいことが…
○食品数も多くバランスのよい食事内容になる
○早寝、早起きで睡眠の質もよくなる
○心の状態を良好に保てる
○学力が高く、体力測定の結果もよい

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事をするとこんないいことが…
○栄養素の不足が少ない（バランスよく栄養素や食品がとれる）
○がんや糖尿病の発症リスクや心疾患などでの死亡リスクが低い
「食事バランスガイド」に沿った食事の人ほど長生き！？

「笛吹市版食事バランスガイド」を活用してバランスの良い食事を心がけましょう
■問合せ先　健康づくり課　健康企画担当　☎055（261）1901
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（Android版） （iOS版）

http://www.yuyuyu.org/

http://blogs.yahoo.co.jp/kidsisawa5

※イベント情報
は、QRコード
からチェックし
てください。

http://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/kodomoen/isawa/

6月生まれのお誕生日会

▼日時　6月5日（火）午前11時～11時30分

▼参加費　無料

▼申し込み　不要

ファミリーの日
「天然素材を使った赤ちゃんにも安
心なオムツかぶれのクリームを作り
ませんか♪」

▼対象　未就学児親子

▼日時　6月17日（日）午前10時30分～正午

▼講師　長田美香氏（フィトセラピー LUANA主宰）

▼定員　8組

▼参加費　700円

▼持ち物　お子さんの身の回り品

▼申し込み　必要（ゆるやか託児あり）

助産師さんとおしゃべりTime

▼日時　6月20日（水）午前10時～正午

▼参加費　無料　 ▼申し込み　不要

ベビーボンディングケア（オイルを
使った4回コースのベビーマッサージ）

▼対象　生後2カ月からハイハイ前のお子さんと保護者

▼日時　6月7日・14日・21日・28日（各木曜日）
午前10時30分～正午

▼定員　10組（最少遂行人数　3組）

▼参加費　4回コース3,000円（心理学のブック
レット付き音楽CDとマッサージオイル1本付き）

▼持ち物　普段使っているバスタオル、フェイス
タオル、お子さんの身の回り品、飲み物

▼申し込み　必要

意外と知らない! でも知っておきた
い我が子を守る応急処置法
　乳幼児期のけがに対しての不安解消。傷・た
んこぶ・打撲など日常生活で起こりうるけがの処
置法を学びます。

▼日時　6月9日(土) 午前10時30分～正午
▼講師　丸茂和美氏（助産師）

▼定員　10組　 ▼参加費　無料

▼申し込み　必要

川辺修作先生のぷち子育て講座&個人相談
テーマ「こどものしつけ―自律性を育む―」

▼日時　6月19日（火）
○個人相談　午前10時～、10時30分～
　　　　　　（各1組）
○講　　座　午前11時～

▼参加費　無料 ▼申し込み　個人相談のみ必要

みんなで学ぼう救急法

▼日時　6月12日（火）午前10時30分～正午

▼講師　市消防本部職員

▼定員　15人（託児付き）　 ▼申し込み　必要

プレママの日（小物作り教室）

▼対象　妊娠している方（託児付き）

▼日時　6月21日（木）午前10時30分～正午

▼参加費　500円　 ▼持ち物　裁縫道具

▼申し込み　必要

日曜日はパパと遊ぼ～ふれあいあそび編～

▼対象　未就学児親子

▼日時　6月24日（日）午前10時30分～11時30分

▼講師　高野牧子氏（山梨県立大学教授）

▼定員　30組　 ▼持ち物　室内履き、飲み物

▼申し込み　必要

もっと身近に薬善ご飯
簡単ご飯と梅雨の過ごし方

▼対象　未就学児保護者（託児付き）

▼日時　6月29日（金）午前10時～11時30分

▼講師　馬淵節子氏（おもてなし薬膳ごはん）

▼定員　16人　 ▼参加費　500円

▼持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具

▼申し込み　必要

人形劇「うさぎとかめのかけっこ」
ほか  ～劇団にんぎょう畑～

▼対象　未就園児親子

▼日時　6月13日(水)  ○受付・開場　午前10時
○開演  午前10時30分～11時10分 

▼場所　御坂児童センター　 ▼定員　50組
▼参加費　無料　　　　　　 ▼申し込み　必要

アロマ講座「消臭ジェルづくり」

▼対象　未就園児親子

▼日時　6月14日（木）午前10時30分～11時

▼場所　御坂児童センター

▼講師　笠井樹子氏（アトリエプレジール主宰）

▼参加費　無料　 ▼申し込み　必要

赤ちゃんの日

▼対象　生後2～ 10カ月のお子さんとその保護者

▼日時　6月8日（金）　○午前10時30分～正午
○午後2時30分～4時

▼申し込み　必要

わかば見学会＆保活説明会

▼対象　未就学児とその保護者 ▼申し込み　必要

▼日時　6月6日（水）午前10時30分～11時45分

▼講師　小林真由美氏（わかば保育園園長）

6・7月生まれのお誕生会

▼対象　未就学児とその保護者

▼日時　6月25日（月）午前10時30分～11時15分

▼持ち物　誕生月のお子さんの写真（横向きのL版）

▼申し込み　不要

♪どうようコンサート♪

▼対象　未就学児とその保護者

▼日時　6月28日（木）午前10時15分～11時15分

▼場所　わかば保育園遊戯室

▼申し込み　必要

DROP IN

▼日時　6月6日・13日・20日・27日(各水曜日)
　午前10時30分～午後0時30分　　

▼内容　季節の製作・あそび　臨床心理士によ
る子育て相談

▼参加費　無料　 ▼申し込み　不要
※スープランチ付き

手作りパン教室

▼日時　6月11日（月）午前10時30分～正午

▼講師　内木正秋氏（ぽこ・あ・ぽこ）

▼定員　8組　　　　 ▼材料費　200円

▼持ち物　エプロン　 ▼申し込み　必要

陶芸教室

▼日時　6月18日(月）午前10時～正午

▼内容　手形プレートづくり

▼定員　12組（各回30分ごと定員3組）　　　

▼参加費　無料　 ▼申し込み　必要

心も身体もリフレッシュ「体操教室」

▼日時　6月22日(金) 午前10時30分～11時30分

▼場所　春日居あぐり情報ステーション　

▼持ち物　動きやすい服装・靴、水分補給でき
るもの

▼参加費　無料　 ▼申し込み　必要

http://kidsyatsushiro.yukigesho.com/

http://www.wakabahoikuen.net/

http://www.apps.or.jp/ ※申し込みは来館時
に受け付けます。

子育て支援センター情報
　子育て支援センター情報は、市のスマートフォンアプリ
「ふえふき子育て広場」からも確認できます。

ダウンロードは
こちらから→

救急法講座 ～わが子を守る
正しい方法を知ろう～

▼対象　未就園児親子

▼日時　6月15日(金) 午前10時30分～11時30分

▼場所　御坂児童センター

▼講師　市消防本部職員

▼定員　30組　 ▼申し込み　必要

親子ヨガ

▼対象　未就園児親子

▼日時　6月19日(火)
　午前10時30分～11時15分

▼講師　赤尾一恵氏
　（Yoga la la kula主宰）

▼申し込み　不要

きっずいちのみや ☎0553(47)1345

つどいの広場ゆうゆうゆう

えいわ
☎055（262）3880

きっずいさわ
☎055（225）5057

☎055（261）0218

きっずやつしろ
☎055（265）5252

わかばほいくえん
☎055（263）1780

きっずみさか
☎055（261）8688

羊毛フェルト～ドーナツマグネット～

▼日時　6月4日（月）午前10時～11時30分

▼講師　神津葉子氏(ウールクラフトクラブ糸車
主宰)

▼材料費　1個300円程度　 ▼申し込み　必要

親子のための園選び

▼日時　6月27日（水）  ○受付  午前9時30分～
○講演会　午前10時～10時30分
○個別相談　午前10時30分～11時30分　

▼場所　ホテル春日居　胡蝶の間

▼講師　角田亮太氏 (石和第五保育所所長)

▼申し込み　必要

おもちゃ病院

▼日時　6月28日（木）午前9時～正午

▼持ち物　壊れたおもちゃ、説明書

▼講師　葭沢 一正氏　 ▼申し込み　不要
※おもちゃの修理はお子さん1人につき1つまで

遊びは脳の栄養素
～親子でふれあい遊び～

▼日時　6月29日（金）午前10時～11時30分

▼場所　春日居児童センター

▼講師　原國優子氏　 ▼申し込み　必要

1時15分
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農作業の種類 区　　　分 単価（円） 備　　　考

直売所関係

果　樹

一　般

その他
作　業

共選出荷作業

水　田

剪定
誘引　つる伏
摘粒　摘果
袋掛
ジベ処理
収穫
その他
一般農作業
病害虫防除
畑耕うん 中耕
除草
6月～９月

耕起代かき
代かき
機械田植え
稲刈り
脱穀

一　　　日
時　　　給

時　　　給

時 給

時 給

一般
高校・大学生

１０a　１回
１０a　１回
一般農地１０a
荒廃農地１０a
特殊性があるため各共選場で決めてください

一般男女
高校・大学生
１０a
１０a
１０a
１０a
１０a

労働時間：1日8時間
午前8時～午後5時
賄いなし
休憩：午前午後　各３０分

薬剤：依頼者負担
機械燃料：請負者負担

棚、資材、樹木処理別途協議

賄いなし
賄いなし
機械燃料：請負者負担

　
お
子
さ
ん
が

幼
児
教
育
か
ら

学
校
教
育
へ
ス

ム
ー
ズ
に
移
行

で
き
る
よ
う
に
、

平
成
31
年
度
入

学
児
童
の
保
護

者
を
対
象
に
説

明
会
を
開
催
し

ま
す
。
特
に
、
お
子
さ
ん
が
初
め
て
小

学
校
に
入
学
す
る
保
護
者
は
、
積
極
的

な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
内
の
保
育
所（
園
）・
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園
に
通
わ
れ
て
い
る

お
子
さ
ん
の
保
護
者
に
は
、
各
施
設
を

通
じ
て
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。
ま
た
、

現
在
市
外
の
施
設
な
ど
に
通
わ
れ
、
平

成
31
年
4
月
に
市
内
の
小
学
校
に
入
学

予
定
の
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

○
6
月
30
日（
土
）

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

・
受
　
付
　
午
前
9
時
40
分
〜

・
説
明
会
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
7
月
14
日（
土
）　

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

・
受
　
付
　
午
前
9
時
40
分
〜

・
説
明
会
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
問
合
せ
先

　
学
校
教
育
課
　
学
務
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
7

5
年
一
括
納
付
・
単
年
一
括

納
付
の
場
合

▼
納
付
期
間

　
6
月
1
日（
金
）〜
14
日（
木
）

※
口
座
振
替
の
場
合
は
、
6
月
14
日

（
木
）

※
一
括
納
付
に
は
、
対
象
期
間
に
応
じ

て
報
奨
金
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
納
期

限
日
ま
で
に
お
支
払
い
を
さ
れ
な
か

っ
た
（
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
）

場
合
は
、
支
払
方
法
が
自
動
的
に
切

り
替
わ
り
、
報
奨
金
な
し
の
分
割
納

付
と
な
り
ま
す
。

分
割
納
付
の
場
合

▼
第
1
期
の
納
期
限
日

　
7
月
2
日（
月
）

※
口
座
振
替
の
場
合
は
、
6
月
25
日

（
月
）

■
問
合
せ
先

　
下
水
道
課
　
管
理
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
7

　
次
の
場
合
に
固
定
資
産
税
の
減
額
措

置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の
場
合

▼
対
象
家
屋
　
新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10

年
以
上
を
経
過
し
た
家
屋
で
、
平
成

32
年
3
月
31
日
ま
で
に
、
所
定
の
改

修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅

を
除
く
）

※
新
築
軽
減
・
耐
震
改
修
と
同
時
適
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

○
廊
下
の
拡
幅
、
階
段
の
こ
う
配
の
緩

和
、
ト
イ
レ
の
改
良
、
手
す
り
の
取

り
付
け
、
床
の
段
差
の
解
消
　
な
ど

▼
減
額
さ
れ
る
金
額

翌
年
度
1
年
分
の
対
象
家
屋
の
固
定

資
産
税
額
を
3
分
の
1
減
額
（
１
０

０
㎡
相
当
ま
で
）

※
1
戸
に
つ
き
1
度
の
み

▼
申
請
要
件

○
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す
る
既

存
住
宅

・
賦
課
期
日
に
お
け
る
年
齢
が
65
歳
以

上
の
方

・
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
認
定
ま
た

は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方

・
障
が
い
者
の
方

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
に
要
し
た

費
用
が
50
万
円
超
で
あ
る
こ
と
（
国

ま
た
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
補
助

金
等
を
除
く
自
己
負
担
額
）

○
改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が
50
㎡
以

上
▼
申
請
方
法
　『
改
修
後
3
カ
月
以
内
』

に
、
次
の
書
類
を
提
出

○
減
額
申
告
書
、
手
帳
の
写
し
、
工
事

明
細
書
、
改
修
箇
所
の
写
真
、
領
収

書
の
写
し
、
補
助
金
や
介
護
保
険
法

の
給
付
等
を
受
け
て
い
る
方
は
当
該

交
付
決
定
通
知
書
な
ど
の
写
し

省
エ
ネ
改
修
の
場
合

▼
対
象
家
屋
　
平
成
20
年
1
月
1
日
以

前
か
ら
存
在
し
、
平
成
32
年
3
月
31

日
ま
で
に
、
次
の
箇
所
に
係
る
省
エ

ネ
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
住
宅
（
賃

貸
住
宅
を
除
く
）

○
窓
（
必
須
）、
床
、
天
井
、
壁

※
新
築
軽
減
・
耐
震
改
修
と
同
時
適
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
減
額
さ
れ
る
金
額

翌
年
度
1
年
分
の
対
象
家
屋
の
固
定

資
産
税
額
を
3
分
の
1
減
額
（
１
２

０
㎡
相
当
ま
で
）、
認
定
長
期
優
良

住
宅
に
該
当
す
る
場
合
は
固
定
資
産

税
額
を
3
分
の
2
減
額
（
１
２
０
㎡

相
当
ま
で
）

※
1
戸
に
つ
き
1
度
の
み

▼
申
請
要
件

○
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
が

50
万
円
超
で
あ
る
こ
と
（
国
ま
た
は

地
方
公
共
団
体
か
ら
の
補
助
金
等
を

除
く
自
己
負
担
額
）

○
改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が
50
㎡
以

上
▼
申
請
方
法
　『
改
修
後
3
カ
月
以
内
』

に
、
次
の
書
類
を
提
出

○
減
額
申
告
書

○
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
た
住

宅
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
証
明
書

○
工
事
明
細
書
、
領
収
書
の
写
し

○
補
助
金
を
受
け
て
い
る
方
は
当
該
交

付
決
定
通
知
書
等
の
写
し

○
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
該
当
す
る
も

の
は
「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
第
7
条
の
規
定

に
基
づ
き
発
行
さ
れ
た
認
定
通
知
書

（
写
し
可
）

耐
震
改
修
の
場
合

▼
対
象
家
屋
　
昭
和
57
年
1
月
1
日
以

前
か
ら
存
在
し
、
平
成
32
年
3
月
31

日
ま
で
に
、
工
事
費
50
万
円
超
の
耐

震
改
修
工
事
を
し
た
家
屋

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、
省
エ
ネ
改
修

の
減
額
と
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
減
額
さ
れ
る
金
額

翌
年
度
1
年
分
の
対
象
家
屋
の
固
定

資
産
税
額
を
2
分
の
1
減
額
（
１
２

０
㎡
相
当
ま
で
）、
認
定
長
期
優
良

住
宅
に
該
当
す
る
場
合
は
固
定
資
産

税
額
を
3
分
の
2
減
額（
１
２
０
㎡

相
当
ま
で
）

※
1
戸
に
つ
き
1
度
の
み

▼
申
請
方
法
　『
改
修
後
3
カ
月
以
内
』

に
、
次
の
書
類
を
提
出

○
減
額
申
告
書

○
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工
事

で
あ
る
こ
と
の
証
明
書

○
工
事
明
細
書
、
領
収
書
の
写
し

○
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
該
当
す
る
も

の
は
「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
第
7
条
の
規
定

に
基
づ
き
発
行
さ
れ
た
認
定
通
知
書

（
写
し
可
）

※
そ
の
他
ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
税
務
課
　
資
産
税
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

平成30年4月26日

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

対
象
者
の
納
付
受
付
開
始

平
成
31
年
度
小
学
校
入
学

児
童
保
護
者
説
明
会

住
宅
改
修
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す 生

活
・
環
境

平
成
30
年
度 

農
作
業
雇
用
標
準
賃
金
表

　
農
作
業
労
働
の
標
準
賃
金
に
つ
い
て
、
４
月
26
日
、
笛
吹
市
農
業

労
働
力
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、
市
の
実
情
な
ど
を
考
慮
の
上
、
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※補足　協議会では、農繁期などで臨時的に雇用する場合、農業者の皆さんの
目安にしてもらうため、毎年度、農作業臨時雇用標準賃金を設定しています。
当事者間で賃金を決める際の参考としてください。

10,000
1,250

900

900
850
7,000
10,000
6,000
20,000

800
784

13,000
7,000
9,000
9,000
9,000

■問合せ先　笛吹市農業労働力対策協議会（農林振興課内）☎055（261）2033
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▼
支
援
制
度
の
事
業
内
容

○
自
立
相
談
支
援
事
業

　
支
援
員
が
相
談
を
受
け
て
、
ど
の

よ
う
な
支
援
が
必
要
か
を
あ
な
た
と

一
緒
に
考
え
、
寄
り
添
い
な
が
ら
自

立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給

　
離
職
な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た

方
、
ま
た
は
失
う
お
そ
れ
の
高
い
方

に
は
、
就
職
に
向
け
た
活
動
を
す
る

こ
と
な
ど
を
条
件
に
、
一
定
期
間
、

家
賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

○
一
時
生
活
支
援
事
業

　
住
居
を
も
た
な
い
方
、
ま
た
は
ネ

ッ
ト
カ
フ
ェ
な
ど
の
不
安
定
な
住
居

形
態
に
あ
る
方
に
、
一
定
期
間
、
宿

泊
場
所
や
衣
食
を
提
供
し
ま
す
。

○
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業

　
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に
対
し

て
、
学
習
支
援
員
が
自
宅
へ
訪
問
し

学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。

※「
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
」「
一
時

生
活
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
一

定
の
資
産
収
入
に
関
す
る
要
件
を
満

た
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

▼
相
談
日
時
　
平
日
　
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時

▼
相
談
場
所
　
生
活
援
護
課
内
　
自
立

相
談
支
援
窓
口
（
市
民
窓
口
館
1
階
）

■
問
合
せ
先
　
生
活
援
護
課

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
5

℻
0
5
5（
2
6
1
）1
9
1
2

　
生
き
る
の
が
つ
ら
い
と
悩
ま
れ
て
い

る
方
、
あ
な
た
の
気
持
ち
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時
　

○
平
日
　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
9
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時

○
夜
間
相
談
　
火
〜
土
曜
日

　
午
後
4
時
〜
10
時

▼
専
用
電
話
番
号

　
☎
0
5
7
0（
0
6
4
）5
5
6

■
問
合
せ
先
　
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
0
5
5（
2
5
4
）8
6
4
4

　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご

家
族
を
対
象
と
し
た
相
談
を
、
県
立
精

神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま

す
。

▼
相
談
日
時
　
随
時

※
相
談
（
来
所
相
談
）
は
予
約
制

▼
場
所
　
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
山
梨
県
福
祉
プ
ラ
ザ
3
階
）

▼
申
し
込
み
　
電
話
で

■
申
込
・
問
合
せ
先
　

　
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5（
2
5
4
）8
6
4
4

　
専
門
の
女
性
相
談
員
が
、
被
害
に
あ

わ
れ
た
方
に
寄
り
添
い
な
が
ら
お
話
を

聞
き
、
産
婦
人
科
医
療
機
関
な
ど
の
支

援
機
関
へ
も
同
行
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
相
談
受
付
　
月
〜
金
曜
日
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.sien-yam

anashi.
com

/kaisapo-m
om
oko

■
相
談
専
用
電
話
番
号

　
☎
0
5
5（
2
2
2
）5
5
6
2

▼
日
時
　
6
月
20
日（
水
）、
8
月
22
日

（
水
）、
10
月
17
日（
水
）、
12
月
19
日

（
水
）、
平
成
31
年
2
月
20
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
笛
吹
市
役
所
本
館
2
階
２
０

１
会
議
室
（
8
月
は
本
館
3
階
３
０

５
会
議
室
）

■
問
合
せ
先
　（
社
）山
梨
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
（
岡
）

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
6
3
8

▼
日
時

○
6
月
8
日（
金
）

　
午
後
6
時
30
分
〜
9
時

　（
受
付
　
午
後
8
時
30
分
ま
で
）

○
6
月
17
日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
正
午

　（
受
付
　
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

▼
場
所
　
市
役
所
市
民
窓
口
館
3
階

　
3
0
2
・
3
0
3
会
議
室

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合

は
、
結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
、
L

版
（
9
㎝
×
13
㎝
）
写
真
2
枚
、
独

身
証
明
書
ま
た
は
戸
籍
抄
本
、
身
分

証
明
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
3
8

　「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
」
の
制
度
改
正
に
伴
い

本
市
で
は
、
平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら

新
教
育
委
員
会
制
度
に
移
行
し
ま
し

た
。

【
新
制
度
に
お
け
る
主
な
改
正
点
】

○
教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化

　し
た
新
「
教
育
長
」
の
設
置

・
一
本
化
に
よ
り
責
任
体
制
が
分
か
り

や
す
く
な
る
。

・
教
育
長
は
任
期
3
年
と
し
、
市
長
が

議
会
の
同
意
を
得
て
直
接
任
命
・
罷

免
す
る
。

・
教
育
委
員
長
職
の
廃
止
。

　
新
し
い
教
育
委
員
会
の
構
成
は
次
の

と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

○
教
育
長

　
坂
本
　
誠
二
郎

○
教
育
長
職
務
代
理

　
廣
瀬
　
光
男
（
八
代
町
永
井
）

○
委
員

・
早
川
　
公
仁
（
御
坂
町
八
千
蔵
）

・
齊
藤
　
文
栄
（
一
宮
町
金
田
）

・
保
延
　
ち
さ
と
（
石
和
町
川
中
島
）

・
芦
澤
　
文
（
春
日
居
町
別
田
）

■
問
合
せ
先

　
教
育
総
務
課
　
総
務
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
6

　
笛
吹
市
母
子
相
談
員
委
嘱
式
な
ら
び

に
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
相
談
員
と
し

て
次
の
方
々
に
委
嘱
を
行
い
ま
し
た

（
敬
称
略
）。

（
相
談
員
の
任
期
は
2
年
）

○
石
和
町

・
須
田 

君
子
　 

・
田
中 

春
子

・
小
林 

文
美
江 

・
古
屋 

純
子

・
内
藤 

桂
子
　 

・
湯
本 

悦
子

・
竹
内 

志
げ
代

○
御
坂
町

・
矢
野 

聡
子
　 

・
前
田 

和
美

○
一
宮
町
　・
山
口 

孝
江

○
八
代
町
　・
小
澤 

春
惠

○
境
川
町
　・
土
屋 

由
紀
子

○
春
日
居
町

・
飯
島 

美
知
子 

・
荻
原 

美
代
子

・
渡
辺 

房
江

○
芦
川
町
　・
原 

百
枝

　
相
談
員
は
、
母
子

家
庭
、
寡
婦
お
よ
び

父
子
家
庭
を
対
象
と

し
て
、
身
上
相
談
や

自
立
に
必
要
な
指
導
を
行
い
生
活
意
欲

の
向
上
を
図
り
、
福
祉
の
増
進
に
努
め

る
た
め
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
子
育
て
支
援
課
　
子
育
て
支
援
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4

　
笛
吹
市
の
平
成
31
年
成
人
式
を
、
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
平
成
10
年
4
月
2
日
〜
平
成

11
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

※
市
外
・
県
外
に
住
所
が
あ
る
方
で
、

笛
吹
市
成
人
式
に
参
加
を
希
望
す
る

場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
平
成
31
年
1
月
13
日（
日
）

○
受
付
　
午
後
1
時

○
開
式
　
午
後
1
時
30
分

▼
会
場
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里

　
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
9

　
八
代
東
部
水
泳
プ
ー
ル
は
八
代
町
東

部
地
区
の
子
ど
も
た
ち
の
水
泳
力
向
上

の
た
め
、
昭
和
52
年
に
八
代
町
お
よ
び

地
元
関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
建
設
か
ら
40
年
を
経
過
し
、

老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
平
成
30
年
度

か
ら
、
閉
鎖
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
建
設
時
の
関
係
者
に
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
八
代
東
部
水

泳
プ
ー
ル
の
廃
止
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
8

　
6
月
1
日
か
ら
10
日
は
、「
電
波
利

用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
で

す
。

■
問
合
せ
先
　
関
東
総
合
通
信
局

○
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　
☎
0
3（
6
2
3
8
）1
9
3
9

○
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

　
☎
0
3（
6
2
3
8
）1
9
4
5

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
受
信

相
談

　
☎
0
3（
6
2
3
8
）1
9
4
4

こ

こ

ろ

に

生
活
困
窮
者
の
相
談
窓
口

〜
ま
ず
は

　ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一

ダ
イ
ヤ
ル
（
自
殺
防
止
電

話
相
談
）

や
ま
な
し
性
暴
力
被
害
者

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
相

談
窓
口
）
を
開
設

自
死
遺
族
相
談
の
ご
案
内

結
婚
相
談
所

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談

市
教
育
委
員
会
が

新
体
制
に
な
り
ま
し
た

関
東
総
合
通
信
局
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

八
代
東
部
水
泳
プ
ー
ル

廃
止
に
つ
い
て

平
成
31
年
笛
吹
市
成
人
式

笛
吹
市
母
子
相
談
員
に

16
人
を
委
嘱

相

　談

お
知
ら
せ
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談



上
矢
智
幸 
様

（
一
宮
町
北
野
呂
）

【
生
徒
用
図
書
】

特
定
非
営
利
活
動
法
人

国
際
ブ
リ
ア
ー 

様

（
南
巨
摩
郡
身
延
町
）

【
子
供
用
傘
】

全
国
土
佐
犬
連
合
会 

様

（
笛
吹
市
石
和
町
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
】

平
澤
成
臣 

様

（
東
京
都
国
分
寺
市
／
御
坂
西
小
学

校
出
身
）

【
ホ
イ
ッ
ス
ル
及
び
防
犯
ブ
ザ
ー
】

山
伸
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社

会
長  

前
島
末
男 

様

（
埼
玉
県
川
口
市
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
】

ご
寄
附 

い
た
だ
き
ま
し
た

梅
雨
期
に
お
け
る

高
速
運
転
の
留
意
事
項

　高
速
道
路
で
は
、
気
象
条
件
が

運
転
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

特
に
雨
の
日
は
、
視
界
が
悪
く
な

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ

り
交
通
事
故
が
発
生
す
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

　交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、

雨
の
日
の
高
速
道
路
の
走
行
は
次

の
点
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
速
度
を
控
え
、
車
間
距
離
を
長

く
と
り
ま
し
ょ
う

○
高
速
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
出
口
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

○
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
け
て
存
在

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
お
互
い
の
存

在
を
認
識
し
や
す
く
し
ま
し
ょ
う

○
タ
イ
ヤ
の
点
検
・
整
備
を
し
、

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

■
問
合
せ
先
　笛
吹
警
察
署

　☎
0
5
5（
2
6
2
）0
1
1
0

笛吹市環境NEWS笛吹市環境NEWS
vol.152

　市
で
は
、
ご
み
減
量
53
％
を
目
標
に

ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

市
で
行
っ
て
い
る
可
燃
ご
み
の
組
成
調
査

結
果
で
は
約
5
割
が
生
ご
み
で
す
。

　こ
の
生
ご
み
を
、
各
家
庭
で
自
家
処

理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
家

庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
に
対
し

て
補
助
金
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象

　次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
笛
吹
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方

○
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
方

▼
補
助
金
額
　生
ご
み
処
理
機
等
1
台

ま
た
は
1
個
当
た
り
の
購
入
費
の
2

分
の
1
以
内
の
額
で
す
。
た
だ
し
、

次
の
額
が
限
度
額
で
す
（
1
0
0
円

未
満
は
切
り
捨
て
）。

○
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

　…
…
…
…
…
…
…
2
万
5
千
円

○
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
…
…
…
5
千
円

○
E
M
処
理
機
…
…
…
…
…
千
円

▼
補
助
金
交
付
の
流
れ

○
補
助
金
申
請
　領
収
書
ま
た
は
支
払

い
済
み
金
額
が
確
認
で
き
る
書
面
、

保
証
書
（
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
）、

印
鑑
、
振
込
先
の
預
金
通
帳
を
持
参

※
各
支
所
で
も
受
け
付
け
可
能
で
す
。

○
決
定
通
知
書

　決
定
通
知
書
を
ご
自
宅
に
送
付

○
補
助
金
交
付

　指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込
み
（
1

カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
）

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
ま
で
は
…

と
言
う
方
に
は
　

　生
ご
み
処
理
機
の
簡
易
版
と
し
ま
し

て
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
と
土
壌
改
良
材
の
無

料
配
布
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
配
布
期
間
　10
月
31
日（
水
）ま
で

▼
配
布
数
　50
セ
ッ
ト
　

▼
配
布
場
所

　環
境
推
進
課
、

　各
支
所

■
配
布
・
受
付
・
問
合
せ
先

　環
境
推
進
課

　

　☎
0
5
5（
2
6
1
）2
0
4
4

　ま
た
は
支
所

家
庭
用
生
ご
み
処
理

機
等
補
助
金
制
度

セ
ッ
ト
　

笛吹市全体 ○
平
成
29
年
度
組
成
調
査
割
合

生ごみ
50%

生ごみ以外
可燃ごみ
24%

可燃以外
26%

　5月31日現在で手当を受給されている方に、
『児童手当・特例給付現況届』を郵送します。
現況届の提出は、受給資格に関わる審査のため
の大切な手続きとなりますので、必ずご提出く
ださい。なお、『児童手当・特例給付現況届』は、
毎年6月1日が基準日です。

▼発送時期　5月下旬予定

▼提出期限　6月29日（金）（6月30日消印可）

▼提出方法　同封する返信用封筒にて郵送提出
※現況届の提出がない場合、6月分以降の手当
が受給できません。また、現況届の審査結果
により、現在の受給者から配偶者へ受給者変
更をしていただくことがあります。

6月は児童手当の更新時期です
～児童手当・特例給付 現況届～

　平成30年度各種検診希望調査書にて個別検診
を希望された方に受診券を郵送しました。

▼個別検診の種類
　胃がん検診、肝臓がん検診、大腸がん検診、
肺がん結核検診、乳がん検診、子宮がん検診、
骨粗しょう症検診、健康診査（20歳～ 39歳）

▼郵送時期　5月末

▼有効期限
　6月1日（金）～平成31年1月31日（木）
※平成30年度内での笛吹市集団健診や国保人間
ドックとの重複受診はできません。
※厚生労働省のがん検診の指針に基づき、来年
度から乳がん検診・子宮頸部がん検診は2年
に1回の助成となる予定です。この場合、平
成30年度、市の乳がん検診・子宮頸部がん検
診を受診した場合は、
平成31年度は検診対
象とならず、次回は
平成32年度が検診対
象となります。

個別検診を受診しましょう

■提出・問合せ先　子育て支援課
　子育て支援担当　☎ 055（261）1904

　歯を失う大きな原因となっている「歯周疾患」
は、痛みもなく知らないうちに進行する恐ろし
い病気です。食べる楽しみをいつまでも持ち続
けるため、「歯周疾患検診」をご活用ください。

▼対象
　平成31年3月31日までに、 40歳・50歳・60
歳・70歳になる市民

▼受診券郵送時期　5月末

▼実施期間　6月1日（金）～ 12月28日（金）

▼検診内容
　歯の状況、歯周組織の状況、口腔清掃の状態、
その他の所見

▼実施場所
　山梨県歯科医師会に加盟している歯科医院

▼費用
　検診無料（検診以外の治療や処置を行った場
合、自己負担金が発生）

歯周疾患検診を受診しましょう

　現況届は、年金受給権者の方が年金を受給す
る資格があるか否かについて、毎年1回確認す
るものです。

▼対象　農業者年金受給権者

▼現況届郵送時期　5月末頃　
※（独）農業者年金基金からの郵送

▼提出期間　6月1日（金）～ 29日（金）

▼提出先　農業委員会事務局または各支所窓口

▼注意点
○経営移譲（特例付加）年金の受給権者の方は、
現況届に記載されている支給停止に関する事
項を読んでいただき、支給停止に該当してい
ないことを確認の上、記入し提出してくださ
い。
○期限内に提出がなかった場合は11月の支払い
（8・9・10月分）から提出されるまでの間、
年金の支払いが差し止めになりますので、期
限内に提出してください。

農業者年金受給権者の皆さん
現況届提出のお願い

■問合せ先　健康づくり課　成人保健担当
　☎ 055（261）1901

■問合せ先　健康づくり課　成人保健担当
　☎ 055（261）1901

■問合せ先　農業委員会事務局
　☎ 055（261）2038

笛
吹
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

対象者の方に郵送します



L I B R A R Y  I N F O R M A T I O N

L I B R A R Y  E V E N T イベントイベントイベント
図書館 イベント

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

6
月
2
日（
土
）・
9
日（
土
）・
16
日

（
土
）・
23
日（
土
）・
30
日（
土
）

　午
前
の
部
　11
時
〜
11
時
30
分

　午
後
の
部
　2
時
〜
2
時
30
分

　毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　6
月
7
日（
木
）・
21
日（
木
）

　午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　6
月
14
日（
木
）・
28
日（
木
）

　午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
会
楽
蔵

　6
月
2
日（
土
）
午
後
2
時
〜

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　6
月
12
日（
火
）・
26
日（
火
）

　午
前
11
時
〜
11
時
30
分

※
12
日（
火
）は
「
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
13
周

年
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
で
す
。

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
向
け
イ
ベ
ン
ト
）

　6
月
15
日（
金
）

　午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

※「
食
育
月
間
」
に
ち
な
み
、
市
の
栄

養
士
に
よ
る
大
人
向
け
の
「
食
育
」

の
話
も
あ
り
ま
す
。

●
プ
レ
マ
マ

〜
ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
〜

　6
月
8
日（
金
）
午
前
10
時
30
分
〜

※
今
回
は
「
乳
幼
児
の
食
育
」
で
す
。

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
　

　6
月
10
日（
日
） 

午
後
2
時
〜

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご
　

　6
月
13
日（
水
） 

午
前
11
時
〜

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　6
月
17
日（
日
） 

午
後
2
時
〜

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン
　

　6
月
20
日（
水
） 

午
前
11
時
〜

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
お
は
な
し
会

　6
月
24
日（
日
） 
午
後
2
時
〜

●
え
ほ
ん
で
Ｇ
Ｏ
！

　（
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
）

6
月
2
日（
土
）・
16
日（
土
）・
23
日

（
土
）・
30
日（
土
）

　午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
バ
ム
と
ケ
ロ
の
お
は
な
し
会

　6
月
9
日（
土
）

　午
後
1
時
30
分
〜

●
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

　6
月
13
日（
水
）・
27
日（
水
）

　午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

　6
月
2
日（
土
） 

午
後
2
時
〜

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　6
月
9
日（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
児
、
幼
児
向
け
）

6
月
12
日（
火
）・
26
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

6
月
12
日（
火
）は
食
育
ス
ペ
シ
ャ
ル

で
す
。
市
の
栄
養
士
が
来
て
話
を
し

て
く
れ
ま
す
。

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　6
月
16
日（
土
）

　午
前
10
時
30
分
〜

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

　6
月
23
日（
土
）

　午
前
10
時
30
分
〜

※
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
年
配
の
方
々
に

も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご

要
望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
　

※
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館
（
丹
澤
）

　☎
0
5
5（
2
6
2
）5
9
5
9

図書館図書館 イベントベントベントイベント6 月

笛吹市立図書館統一イベント「七夕週間」

御坂図書館

春日居ふるさと図書館

　市内各図書館では、7月1日から7日までを
「七夕週間」とし、おはなし会や工作、七夕
にかかわる本の展示などを行います。ぜひ、
この機会に公共図書館に足を運んでくださ
い。

▼日　時　7月1日（日）～ 7日（土）

▼場　所　市内各図書館

▼参加費　無料

▼申し込み　不要

おはなしのへや  もも　食育スペシャル

　おはなし会の後に市の栄養士があなたの気
がかりに答えてくれます。

▼日時　6月12日（火）午前10時30分～

▼場所　春日居ふるさと図書館

おはなし会ぴょんぴょん　13周年スペシャル
　図書館ボランティア“ぴょんぴょん”のメンバーと職員によ
るおはなし会がスタートして13周年を迎えました。みんなで読
み聞かせや手あそびを楽しみましょう。

▼日時　6月12日（火）午前11時～

▼場所　御坂図書館

一
宮
図
書
館

☎
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火・木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水・金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

境
川
図
書
室

☎
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日・土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

☎
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土・日・祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

4
日（
月
）・11
日（
月
）・18
日（
月
）・

25
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

6
日（
水
）・13
日（
水
）・27
日（
水
）・

29
日（
金
）

【
蔵
書
点
検
】19
日（
火
）〜
25
日（
月
）

◆
一
宮
図
書
館

11
日（
月
）・18
日（
月
）・25
日（
月
）・

29
日（
金
）

【
蔵
書
点
検
】1
日（
金
）〜
7
日（
木
）

◆
八
代
図
書
館

4
日（
月
）・11
日（
月
）・18
日（
月
）・

25
日（
月
）

◆
境
川
図
書
室

3
日（
日
）・4
日（
月
）・10
日（
日
）・

11
日（
月
）・17
日（
日
）・18
日（
月
）・

24
日（
日
）・25
日（
月
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

4
日（
月
）・11
日（
月
）・18
日（
月
）・

25
日（
月
）・29
日（
金
）

石
和
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土・日・祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

御
坂
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月・火・木・金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土・日・祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

八
代
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日・土・日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
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地
域
自
立
支
援
協
議
会
の

啓
発
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

で
は
、
身
の
ま
わ
り
に
あ
る

社
会
的
障
壁
を
実
際
に
体
験

し
、
そ
の
対
応
を
考
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
街
歩
き
」

を
企
画
し
ま
し
た
。

　
そ
の
第
1
弾
と
し
て
、
3

月
28
日
に
、
車
い
す
を
利
用

し
て
い
る
身
体
障
が
い
児
と

そ
の
家
族
と
一
緒
に
市
内
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
下
の
写
真
は
、
お
店
の
出

入
口
で
の
一
場
面
で
す
。

　
こ
の
お
店
の
ド
ア
は
開
き

戸
で
し
た
の
で
、
車
い
す
利

用
者
は
こ
の
タ
イ
プ
の
ド
ア

を
開
け
る
こ
と
が
困
難
で
、

お
店
に
出
入
り
で
き
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、「
開
き
戸
＝
障
壁
」
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
と
き
は
、
一
緒
に
い
た
人
た
ち

に
ド
ア
を
開
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
一
人
で
来
て
い
た
場
合
は
ど
う
す

れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
う
い
っ
た
身
近
に
あ
る
社
会
的
障

壁
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、
こ
れ
か
ら

も
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
の
あ
る
方
と
一

緒
に
「
街
歩
き
」
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
4

　
℻
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
6

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
地
域
自
立
支
援
協
議
会
の

No.31

身
近
に
あ
る
障
が
い
を
考
え
る

こんなものも障がいになります

▼
日
時

○
6
月
3
日
　
時
の
お
は
な
し

○
6
月
10
日
　
鉄
道
す
ご
ろ
く
で
山
梨
の

明
治
を
学
ぼ
う

○
6
月
17
日
　
明
治
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ラ

ー
ジ
ュ
ボ
ー
ド
を
作
ろ
う

○
6
月
24
日
　
富
士
山
を
学
ぼ
う

　（
各
日
曜
日
）

　
午
前
11
時
〜（
30
分
程
度
）

▼
場
所
　か
い
じ
あ
む
寺
子
屋

▼
参
加
費
　無
料
（
常
設
展
チ
ケ
ッ
ト
が

必
要
）

▼
申
し
込
み
　不
要

▼
日
時
　6
月
9
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　ロ
ビ
ー

▼
参
加
費
　無
料
　
▼
申
し
込
み
　不
要

▼
日
時
　6
月
16
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

▼
集
合
場
所
　ロ
ビ
ー

▼
参
加
費
　無
料

▼
申
し
込
み
　不
要

▼
期
間

　6
月
20
日（
水
）〜
8
月
20
日（
月
）

▼
場
所
　常
設
展
示
室

▼
入
館
料
　一
般
5
1
0
円
、
大
学
生

2
1
0
円
（
高
校
生
以
下
・
65
歳
以
上
・

障
が
い
者
と
そ
の
介
護
者
は
無
料
）

▼
日
時
　6
月
23
日（
土
）　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　生
涯
学
習
室

▼
参
加
費
　無
料

▼
申
し
込
み
　必
要

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

※
6
月
5
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
（
各

火
曜
日
）
は
休
館

あ
そ
ぼ
う
!
ま
な
ぼ
う
!

寺
子
屋
ひ
ろ
ば

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

お
庭
の
見
ど
こ
ろ
ガ
イ
ド

か
い
じ
あ
む
古
文
書
講
座

「
明
治
に
関
す
る
古
文
書
を

読
む
②
」

常
設
展
テ
ー
マ
展

「
よ
う
こ
そ
!
か
い
じ
あ
む
動

物
ワ
ー
ル
ド
へ
」

か
い
じ
あ
む
子
ど
も
工
房

「
明
治
時
代
の
と
び
だ
す
カ
ー

ド
を
作
ろ
う
!
」

釈迦堂遺跡博物館だより
　
釈
迦
堂
周
辺
の
山
を
歩
き
、
山

城
を
散
策
し
な
が
ら
、
戦
国
時
代

に
思
い
を
は
せ
ま
し
ょ
う
。
今
回

は
大
野
寺
〜
小
物
成
山
城
ま
で
を

歩
き
ま
す
。
数
多
く
の
遺
構
が
残

る
小
物
成
山
城
は
、
小
山
城
と
の

関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
山
城
で
す
。

　
山
城
ま
で
は
、
往
復
2
時
間
〜

3
時
間
の
山
登
り
に
な
り
ま
す
の

で
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
、

ス
ト
ッ
ク
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
　
6
月
9
日（
土
）　

　
午
前
10
時
か
ら
（
雨
天
中
止
）

※
午
後
3
時
頃
の
解
散
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

▼
集
合
場
所
　
花
鳥
の
里
ス
ポ
ー
ツ

公
園
　
駐
車
場

▼
参
加
費

　
5
0
0
円
（
資
料
代
・
保
険
料
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、

シ
ー
ト

※
山
歩
き
で
す
の
で
、
歩
き
や
す
い

服
装
、
靴
な
ど
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
天
候
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
　
電
話
で

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
ま

た
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
提
示
で
、
本
人

と
同
伴
の
家
族
が
1
人
入
館
無
料
に

な
り
ま
す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク

ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
千
円
、
パ
ス
ポ

ー
ト
を
発
行
）
も
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
釈
迦
堂
を
お
気
に
入
り
の
場

所
と
し
て
楽
し
く
ご
利
用
く
だ
さ

い
。▼

開
館
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
、
祝
日
の
翌

日
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円

　
小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

山
城
を
歩
こ
う

in
大
野
寺

釈
迦
堂
を
楽
し
も
う

や
ま
じ
ろ

こ
も
の
な
り
や
ま
じ
ょ
う

■問合せ先　生涯学習課　☎ 055（261）3339　（執筆　境川地区担当　望月）

　近年、メディアなどで頻繁に取り上げられている「健
康年齢」、生きがいを持ち健やかに人生を送るための術
として「生涯学習」が大きくクローズアップされています。
　笛吹市でも合併とともに「市民講座」がスタートしま
した。年間50本を越える講座に、延べ4,000人を超え
る市民の皆さんが受講しています。
　「市民講座」は、市民の学習のきっかけ作りを目的とし
「創作」｢健康づくり｣ ｢芸術的分野」を展開しています。
　また、一年を通して専門的分野を深く学ぶ単位制講
座「スコレー大学」を平成23年度から実施しています。
人文的分野、芸術的分野、笛吹市について深く学ぶ分
野、笛吹市のまちづくりリーダーを養成する分野などで
専門の特別講師により、自己のスキルアップを図ること
ができます。
　どちらの講座も、生涯学ぶことにより生きがいや共に
高めあえる仲間を得て、心身ともに健康で充実した生活
を送っていただくことが目的です。
　それこそが、元気で希望あふれる笛吹市の未来につ
ながるのだと思っています。
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　農業振興に関する （農業支援体制・笛吹市農業塾
開設） 連携協定式が行われました。
　これまで市とJAふえふきでは、笛吹市援農支援
センターなど3つの機関を開設し、営農を支援して
きました。これらの支援事業を一本化し、市で就
農を志す人たちを支援する「笛吹市農業塾」を開
設しました。
　笛吹市農業塾では、定年退職者を含む新規就農
者などの支援を強化し、市の代表産業である農業
の担い手を増やす取り組みを行っていきます。

農業振興に関する連携協定式
笛吹市農業塾開設笛吹市農業塾開設笛吹市農業塾開設

　市消防団御坂分団第
17部（上黒駒地区）、
境川分団第11部（上
寺尾地区）、境川分団
第12部（中寺尾地区）
の詰所が完成し、竣工
式が行われました。
　市消防団では今後も
市内の防火・防犯に努
めていきます。

笛吹市消防団詰所竣工
地域防災を守る拠点地域防災を守る拠点地域防災を守る拠点

4/2

▼大会結果
Aクラス
1位　山梨スマイル （山梨）
2位　ハッピータイム （東京）
3位　ＳＧＣたんぽぽ （長野）
3位　駒ヶ根天龍 （長野）

　花鳥の里スポーツ広場で、第14回全国ゲートボール大会が開催
されました。県内外から85チーム・約500人が参加し、熱戦が繰
り広げられました。
　上位入賞チームは次のとおりです。

全国ゲートボール大会全国ゲートボール大会全国ゲートボール大会

▼大会結果（敬称略）
ハーフ一般男子高校生以上の部
1位　依田崇弘 （甲府市）
2位　田中康二 （東京都）
3位　星野隆彦 （甲州市）
ハーフ一般女子高校生以上の部
1位　加藤　絢 （静岡県）
2位　藤野由実子 （神奈川県）
3位　古屋佐知子 （東京都）
ハーフ男子40歳代～50歳代の部
1位　浜名哲也 （神奈川県）
2位　礒間浩幸 （東京都） 
3位　見原哲哉 （東京都）
ハーフ男子60歳以上の部
1位　佐野元明 （東京都）
2位　宮下弘文 （富士吉田市）
3位　清宮尚恭 （千葉県）
ハーフ女子40歳以上の部
1位　廣瀬光子 （東京都）
2位　成田フサイ （東京都） 
3位　秋田智美 （大阪府）

10km一般男子高校生以上の部
1位　牛山純一 （長野県）
2位　山本　雄 （神奈川県）
3位　雨宮　聖 （笛吹市）
10km一般女子高校生以上の部
1位　小俣后令 （千葉県）
2位　橘田美来 （笛吹市）
3位　笠原知子 （神奈川県）
10km男子40歳代～50歳代の部
1位　中部大也 （韮崎市）
2位　川村孝司 （東京都）
3位　武田隆洋 （大月市）
10km男子60歳以上の部
1位　仙石光男 （東京都）
2位　五十川正司 （神奈川県）
3位　吉岡義幸 （東京都）
10km女子40歳以上の部
1位　佐々木寿子 （東京都）
2位　川西美穂 （東京都）
3位　小田有希子 （東京都）

3.5km男子中学生の部
1位　池谷彗斗 （笛吹市）
2位　松井光樹 （笛吹市）
3位　藤木海成 （山梨市）
3.5km女子中学生の部
1位　沼中彩里 （笛吹市）
2位　田口結羽 （笛吹市）
3位　角田果澄 （笛吹市）
3.5km男子60歳以上の部
1位　小柴淳一 （千葉県）
2位　北澤正孝 （静岡県）
3位　本郷行男 （東京都）
3.5km女子50歳以上の部
1位　岡井ゆかり （京都府）
2位　日高恵子 （東京都）
3位　島崎好江 （東京都）
3.5km親子・ファミリーの部
1位　反田寛郎・雄一郎 （甲州市）
2位　大久保賢次・仁稀 （甲府市）
3位　若杉和也・悠生 （笛吹市）

Bクラス
1位　旭友クラブ （静岡）
2位　御殿場Ｃ （静岡）
3位　アルプス八田 （山梨）
3位　清流レディース （山梨）
Cクラス
1位　さくらんぼ （山梨）
2位　のぞみ （東京）
3位　タッチ＆タッチ （長野）
3位　富士宮愛好会 （静岡）

Dクラス
1位　東田中 （静岡）
2位　立川曙 （東京）
3位　ふれんど （長野）
3位　御坂クラブ （山梨）
Eクラス
1位　かたまち （東京）
2位　京都山科 （京都）
3位　上古田 （長野）
3位　あきる野Ａ （東京）

　第14回笛吹市桃の里マラソン大会が開催され、桃
の花が咲く中、ゲ
ストランナーに千
葉真子さんを迎え、
2,547人のランナ
ーが完走しました。
　大会上位入賞者
は次のとおりです。

4/7

4/11・
12

笛吹市桃の里マラソン大会笛吹市桃の里マラソン大会笛吹市桃の里マラソン大会 4/8

　こ
ち
ら
の
コ
ラ
ム
で
も
何
度
か
紹
介
し
た
、「
笛
吹
市
産
マ
ス
タ
ー
ド
」
の

開
発
事
業
。
私
た
ち
協
力
隊
員
が
原
料
か
ら
栽
培
し
、
特
色
あ
る
調
味
料
を

作
り
笛
吹
市
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。
今
夏
完
成
に

向
け
て
鋭
意
開
発
中
で
す
が
、
3
月
14
日
・
15
日
に
は
、
東
京
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
1
日
目
は
、
今
回
の
事
業
が
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー
ド
」
を
受
賞
し
た
こ
と
を
受
け
て
の
報

告
会
。
会
場
に
は
主
催
者
で
あ
る
総
務
省
の
方
々
を
は
じ
め
、
全
国
の
協
力

隊
制
度
の
関
係
者
約
70
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
審
査
員
か
ら
は
、「
目
の
付
け

所
が
ユ
ニ
ー
ク
。
今
後
も
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　2
日
目
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
る
に
あ
た
っ
て
、
共
に
研
修
を
受
け

た
全
国
の
協
力
隊
員
に
向
け
て
現
状
を
説
明
。
こ
の
日
は
私
た
ち
の
ほ
か
に
、

全
国
10
組
の
隊
員
が
登
壇
し
、
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
広
島
県

安
芸
高
田
市
の
協
力
隊
員
は
、
森
林
の

厄
介
者
で
あ
る
「
竹
」
を
有
効
活
用
し

よ
う
と
、
孟
宗
竹
の
タ
ケ
ノ
コ
で
希
少

な
国
産
メ
ン
マ
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
愛
媛
県
宇
和
島
市
で

は
、
使
い
道
の
な
い
ミ
カ
ン
を
ジ
ュ
ー

ス
に
し
て
販
売
。「
農
家
が
飲
み
た
い

ジ
ュ
ー
ス
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で

「
顔
が
見
え
る
商
品
」
と
し
て
売
り
出

し
た
と
こ
ろ
、
東
京
の
高
級
百
貨
店
な

ど
で
好
評
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
全
国
に
は
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に

「
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
」
と
奮
闘
し

て
い
る
隊
員
が
4
千
人
以
上
い
ま
す
。

ぜ
ひ
注
目
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先  

企
画
課  

地
域
お
こ
し
協
力
隊  

☎
0
5
5（
2
6
7
）8
9
7
0

Vo
l.9

も
う
そ
う
ち
く
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　笛吹市連合区長会議が開催され、平成30年度の
理事として各地域の区長会代表者14人に委嘱を行
いました。
　会長には原和美氏（芦川町区長会会長）、副会長
には橘田和徳氏（石和町区長会会長）が就任しま
した。
　連合区長会は、各地域の区長会との相互の連携
を図るとともに、自治会組織の均衡ある発展と笛吹
市全体のより良い地域づくりを目指すため設置され

ています。
　委嘱を受けたのは次の方々です。

笛吹市連合区長会理事に14人を委嘱笛吹市連合区長会理事に14人を委嘱笛吹市連合区長会理事に14人を委嘱

4/27

　二人三脚で林道を走る「第1回笛吹二人三脚ヒル
クライムマラソン」が境川町の黒坂峠の林道で開
催されました。
　二人三脚によるヒルクライムマラソンは世界初
の試みで、男子、女子、混合ペアの部門に25組が
エントリーしました。
　ランナーは専用のバンドで足首を固定し、スタ
ート地点の長寿の森の広場からゴールの展望台ま
で約2.3kmの林道を駆け上がりました。

第1回笛吹二人三脚ヒルクライムマラソン
世界初!?二人三脚でのヒルクライムマラソン世界初!?二人三脚でのヒルクライムマラソン世界初!?二人三脚でのヒルクライムマラソン

　オーストラリアで開催されたメルボルン国際親
善大会において、学童女子野球日本代表として出
場した御坂中学校1年生の藤巻果伶來さんが、山
下市長を表敬訪問しました。
　藤巻さんは、小学校4年生から御坂野球スポーツ
少年団で野球の技術を磨き、6年生の時に所属した
山梨ガールズイーストで、IBA学童女子選抜大会で
優勝を飾り、国際親善大会へ進出しました。

女子野球日本代表藤巻さん市長表敬訪問
目標は、高校生から女子プロ野球選手になること目標は、高校生から女子プロ野球選手になること目標は、高校生から女子プロ野球選手になること

4/22

4/24

　市は埼玉県八潮市と「災害時における相互応援
に関する協定」を締結しました。
　笛吹市と八潮市は、災害などにより同時に被災
する可能性が低いことに加え、日帰りができる距
離という利便性もあります。
　この協定は、本市または八潮市において災害が
発生した場合に、応急活動および復旧活動や資機
材・物資の提供、被災者の一時受け入れなどにつ
いて相互に応援協力することを目的としています。

「災害時における相互応援」締結
災害対策の充実災害対策の充実災害対策の充実

　東京競馬場（東京都府中市）で、JRA（日本中
央競馬会）の石和特別競走が開催され、山下市長
が優勝したコーカスの馬主・調教師・騎手に、ハ
ウスぶどうを贈呈しました。
　石和特別競走は、ウインズ石和（場外勝馬投票
券発売所）が石和町窪中島に設置されていること
に伴い、毎年実施されています。

JRA石和特別
笛吹市の特産品を贈呈しPR笛吹市の特産品を贈呈しPR笛吹市の特産品を贈呈しPR

4/18

4/22

　観光商工課と笛吹警察署が合同で、市内の登山
道整備を行いました。
　市内には、山梨百名山のうち9カ所の山があり、
県内外から多くの登山者が訪れています。そのた
め、毎年登山シーズン前には、登山道に赤いテー
プで目印を付けたり、倒木の撤去作業など、登山
者が安全に登山できるように整備を行っています。
　登山をする際には、事前にしっかりと計画をた
て、無理せず、安全第一を心がけ、登山を楽しん
でください。

市内の登山道整備
登山シーズンに向けて登山道を整備登山シーズンに向けて登山道を整備登山シーズンに向けて登山道を整備

　東京駅の八重洲口にある総務省の移住・交流情
報ガーデンで、山梨県内の自治体や団体と一緒に、
移住相談会を行いました。
　時期の設定が悪かったのか、期待するほどの来
場者はありませんでしたが、それでも、年に1回
笛吹市にはブドウ狩りに行くので、話を聞きたい
という方などが、複数来場してくれました。
　笛吹市への移住者を増やすため、今年度も県内
外で移住相談会を開催していきます。

移住相談会
笛吹への移住を案内する相談会笛吹への移住を案内する相談会笛吹への移住を案内する相談会

4/26

4/27・
28

かれら

職名
会　長
副会長
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事

氏名
原　和美
橘田和徳
石川光次
飯塚三郎
埴原喜久男
田村　悟
久保田克己
橘田正博
菊島正毅
小林幹夫
石田一規
窪田　巧
久保田眞五
山本　真

地域区長会役職
芦川町区長会会長
石和町区長会会長
石和町区長会副会長
御坂町区長会会長
御坂町区長会副会長
一宮町区長会会長
一宮町区長会副会長
八代町区長会会長
八代町区長会副会長
境川町区長会会長
境川町区長会副会長
春日居町区長会会長
春日居町区長会副会長
芦川町区長会副会長

○平成30年度笛吹市連合区長会理事（敬称略）
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は、笛吹高校
すいれき太鼓
部による太鼓
の演奏が披露
されました。
　12日には笛
吹高校を訪問
し、高校生と
のさまざまな
交流を行い、
午後には観光
農園、甲府・
峡東クリーン
センターの見
学も行いまし
た。
　滞在期間中、
バート市交流会（根津和彦会長）との意見交換会
も行われるなど、今回の訪問においては、高校生
との交流も含め、市民の方々と幅広い世代での交
流を深めることができました。

　笛吹市との友好都市であるドイツのバート･メ
ルゲントハイム市（以下、バート市）から、ウド・
グラットハール市長をはじめとする、総勢34人の
友好使節団が来訪されました。
　使節団は4月10日から13日まで笛吹市に滞在、
11日には笛吹市役所で歓迎セレモニーを行い、そ
の後、芦川散策、クアハウス石和の見学などを行
いました。また、夜の歓迎レセプションにおいて

友好都市ドイツ バート・メルゲントハイム市使節団来訪
16回目の来訪16回目の来訪16回目の来訪

　春季例大祭は、毎年4月4日・5日に行われ、見
どころは、県無形民俗文化財に指定されている
「太々神楽」です。24種類の舞が奉納され、その
中でも「四剣の舞」は、武田信玄公が出陣の際に
勝利を祈願して奉納した神楽と伝わっています。

　日本の各地の祭りを紹介する企画「ダイドード
リンコ日本の祭り2018」で、春日居町の「山梨
岡神社 吾妻屋宮春季例大祭」が取材対象に認定さ
れ、ダイドーグループホールディングスの高松富
博取締役会長や東日本国際大学の苦田秀雄客員教
授ら関係者が山下市長を表敬訪問しました。

山梨岡神社 吾妻屋宮 春季例大祭
「ダイドードリンコ日本の祭り」に認定「ダイドードリンコ日本の祭り」に認定「ダイドードリンコ日本の祭り」に認定

あづまやぐう

だいだいかぐら

4/4・5

4/10
～13

4/3

❶花鳥山一本杉公園から見る桃源郷　❷約300本のソメイヨシノ
が咲く八代メイン会場＝八代ふるさと公園　❸チューリップと菜の
花、桃の花が咲く一宮国分寺お花見広場＝甲斐一宮国分寺跡
❹日本一開花が早い境川のミズバショウ＝藤垈の滝　大窪いやしの
杜公園　❺熱気球試乗体験ができる御坂会場＝花鳥の里スポーツ
広場　❻約2,000人が参加した日本一の桃源郷ウォーク＝御坂町・
八代町　❼信玄公まつり　甲州軍団出陣＝石和町市部　❽子ども
みこしで盛り上がる桃源郷かすがいまつり＝春日居スポーツ広場

1

3月25日～4月22日
笛吹市桃源郷春まつり
　3月25日から4月22日まで、「笛吹市桃
源郷春まつり」が開催されました。
　今年の春は暖かい日が続き、桜や桃の花
の見頃は昨年より1週間ほど早く、日本一
の桃源郷に駆け足で春がやってきました。

2

3

5

6

7

8

4

日
本
一
の
桃
源
郷
が

ふ
え
ふ
き
を
包
み
込
む

35  FUEFUKI CITY 2018.06 No.165  34



編 集 後 記 ▼ 編集後記を書き始めて6月号で3
年がたちました。取材等に出かける

と、編集後記の最後に書かれている “（T.M）” って
名前ですか？ と聞かれることがあります。 “T.M” は
広聴広報担当で編集後記を書いている私 “たなかま
さき” のイニシャルです！ 紙面の都合で、毎号編集
後記を掲載するのは難しいですが、編集後記を含め
広報ふえふきを見てくださる方が増えるように紙面
作り等を行っていきたいと思いますので、ぜひご覧
ください。（T.M）

　Jリーグ2部、ヴァンフォーレ甲府  対  ロアッソ熊本戦が、「笛吹市・鳴沢村サンクスデー」として開催されま
す。当日は、ハーフタイム抽選会やイベントが行われます。
　市では、ホームタウンとして招待券を配布しますので、市民一丸となり、スタジアムで熱いエールを送りまし
ょう。
▶日時　7月21日(土)　午後6時キックオフ　　▶場所　山梨中銀スタジアム

▶対象　笛吹市民
▶応募受付期間　6月1日（金）～22日（金）　※6月22日（金）　消印有効
▶配布枚数　300枚　　▶観戦席　バック自由席
▶応募方法　往復ハガキで
○往信ハガキ文面に①住所、②氏名、③生年月日、④電話番号、⑤希望枚数を記入してください（1人最大2
枚まで）。
○返信ハガキ宛名面にご自身の①郵便番号、②住所、③名前を記入してください。返信ハガキ文面に当選、落
選の結果を載せてお送りします。
※配布枚数以上の申し込みがあった場合、抽選になります。
※消えるボールペンでの記入はしないでください。
▶応募先　〒406-0031　笛吹市石和町市部809-1　笛吹市教育委員会生涯学習課スポーツ推進担当
▶配布　当選ハガキを持参いただき、生涯学習課（市民窓口館）で配布
※申し込みについて、電話、FAXおよび事前予約などの受け付けはできません。

昨年の笛吹市サンクスデーの様子

■問合せ先　生涯学習課　スポーツ推進担当　☎055(261)3338

DATA FUEFUKI  ●人口  69,833人（－28） ●世帯  29,154世帯（＋54）
　　　　　　　     ●男　  33,939人（－8） ●女　  35,894人（－20）
　　　　　　　     H30.4末日現在　（　）は前月比　　　※外国人世帯を含む。

笛吹市役所　本庁　☎ 055（262）4111
御坂支所　 ☎055（262）2271　一宮支所 ☎0553（47）1111
八代支所　 ☎055（265）2111　境川支所 ☎055（266）2111
春日居支所 ☎0553（26）3111　芦川支所 ☎055（298）2111

招待券配布

● 発行／2018． 6． 1　山梨県笛吹市役所　● 編集／企画課・広聴広報担当
● 所在地／〒406-8510 笛吹市石和町市部777番地　TEL 055－262－4111
● URL／http://www.city.fuefuki .yamanashi. jp/ この印刷物は、古紙配合率100％再生紙と

ベジタブルオイルインキを使用しております。



カレンダーふえふき
日 月 火 水 木 金 土

納期および口座振替日のお知らせ

●笛吹市消防本部
●救急医療情報センター
●山梨口腔保健センター
●小児初期救急医療センター

☎
☎
☎
☎

笛吹市役所 本庁 ☎
●
●
御 坂 支 所
境 川 支 所

☎
☎

●
●
一 宮 支 所
春日居支所

☎
☎

●
●
八 代 支 所
芦 川 支 所

☎
☎

休日・夜間医療機関

日 曜 窓 口
取 扱 業 務

住民票写し、戸籍謄本・抄本写し、原付・小型特殊ナンバー 印鑑証明・所得・所得課税・非課税・納税
埋葬・火葬、斎場使用 出生・婚姻・離婚・死亡など戸籍関係 市税・国民健康保険税

交付
許可

証明書
納税届出

■国民健康保険課業務（国保・年金・後期高齢者医療保険）の一部は、第２日曜日および月末日曜日のみ開設　AM8:30～12:00　PM1:00～5:15

◇平成30年度下水道受益者負担金 第1期納期限日
　（芦川町除く）
◇市県民税 第1期口座振替・納付期限
◇保育料6月分 口座振替日
◇学童保育料6月分 口座振替日

７月２日

１４日 ◇平成30年度下水道受益者負担金一括納付分 納期限日（芦川町除く）
◇平成30年度下水道受益者負担金一括納付分 口座振替日（芦川町除く）

25日 ◇平成30年度下水道受益者負担金 第1期口座振替日（芦川町除く）
◇上下水道使用料 口座振替日 ※対象地区
●石和町　川中島（荒屋除く）、四日市場（日の出除く）、広瀬、唐柏、小石和、向田、
　　　　　今井、河内、東高橋、井戸、東油川、恵比寿、砂原、横田
●八代町　南、岡、永井、奈良原
●一宮町　一ノ宮、国分、市之蔵、新巻、塩田、神沢、金沢、狐新居、東新居、土塚、
　　　　　石、地蔵堂、千米寺
●境川町　全域

25日 ◇簡易水道・農業集落排水使用料 口座振替日
●芦川町　全域
◇温泉使用料 口座振替日　●春日居町　全域

月

●笛吹市社会福祉協議会 ☎０５５（２６５）５１８２
●石和地域事務所　　　 ☎０５５（２６２）１２６７
●御坂地域事務所　　　 ☎０５５（２８７）７３３５
●一宮地域事務所　　　 ☎０５５３（４７）２２８８
●八代地域事務所　　　 ☎０５５（２６５）２２４０
●境川地域事務所　　　 ☎０５５（２６６）５９１１
●春日居地域事務所　　 ☎０５５３（２６）３６６７
●芦川地域事務所　　　 ☎０５５（２９８）２１７０

総合相談 申込・問合せ先

◎火災などの情報提供サービス
　【部署：市消防本部　管理課】
　『災害情報テレホンサービスガイド』
　☎ 055（262）0001
◎防災行政無線放送の情報提供サービス
　【部署：防災危機管理課　消防防災担当】
　『防災行政無線聞き取りサービス』
　☎ 0120-218-611

危険管理に関するテレホンサービス

●日曜窓口開設
・AM8:30 ～ 12:00
・PM１：0０ ～ 5：15
・市役所市民窓口館

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・春日居あぐり情報ステーション

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・一宮児童館
・八代総合会館
●議会本会議（一般質問）
　（予備日）（予定）
・AM１0：0０ ～
・八代庁舎議場

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・境川総合会館

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・ブルーアース石和
●議会本会議（一般質問）
　（予定）
・AM１0：0０ ～
・八代庁舎議場

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・御坂農村環境改善センター
●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM１:30 ～ 3：30（受付）
・スコレーセンター

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・境川総合会館
・春日居あぐり情報ステーション

●議会本会議（閉会）（予定）
・PM2：3０ ～
・八代庁舎議場

●山梨から世界へはばたく
　学生と共に！
・PM4:00 ～ （開場）
・PM4:30 ～ 6:30（開演）
・スコレーセンター
※要入場整理券

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・春日居あぐり情報ステーション

●日曜窓口開設
・AM8:30 ～ 12:00
・PM１：0０ ～ 5：15
・市役所市民窓口館

●議会本会議（開会）（予定）
・PM１：3０ ～
・八代庁舎議場

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・境川総合会館

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・春日居あぐり情報ステーション
●総合相談（法律・人権・行政）
（要予約）
・PM１:30 ～ 3：30（受付）
・スコレーセンター

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・御坂農村環境改善センター
●体育施設利用者調整会議
・スコレーセンター
・御坂農村環境改善センター
・いちのみや桃の里スポーツ
 公園体育館
・若彦路ふれあいスポーツ館
・境川総合会館
・春日居あぐり情報ステーション

●総合相談（法律・福祉・行政）
　（要予約）
・PM１:30 ～ 3：30（受付）
・スコレーセンター
●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・一宮児童館
・八代総合会館

●献血
・AM9:30 ～ 11:30
・PM0:30 ～ 3:30
・市役所本館前駐車場
●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・境川総合会館
●結婚相談所
・PM6:30 ～ 8:30（受付）
・市役所市民窓口館
 3階302会議室

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・ブルーアース石和

●歯と口の健康の祭典
・PM1:30 ～ 4:00
（受付はPM3:30まで）
・アピタ石和店1階
 フードコート
●軽スポーツ教室
・PM8:00 ～
・若彦路ふれあいスポーツ館

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・ブルーアース石和

●日曜窓口開設
・AM8:30 ～ 12:00
・PM１：0０ ～ 5：15
・市役所市民窓口館
●結婚相談所
・AM9：00 ～ 11：30（受付）
・市役所市民窓口館
 3階302会議室
●スプリンクル・スターライト
・PM4:00 ～ （開場）
・PM4:30 ～ 6:30（開演）
・スコレーセンター
※要入場整理券

●日曜窓口開設
・AM8:30 ～ 12:00
・PM１：0０ ～ 5：15
・市役所市民窓口館

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・ブルーアース石和

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・境川総合会館

先勝赤口大安

仏滅

友引先勝赤口

大安仏滅先負友引

先負

仏滅先負友引

仏滅先負

先勝赤口大安先負

友引先勝

先負友引

赤口

先勝

大安

大安 赤口

1

8743

2

151110

9

221817

16

2424

23

65

141312

212019

28 29 30272625



保健だより 　 問合せ先　健康づくり課

　 問合せ先　芦川支所

ごみ収集日 　 問合せ先　環境推進課 または各支所

乳幼児健診など乳幼児健診など マタニティスクール・育児学級などマタニティスクール・育児学級など

診療所開設日診療所開設日乳幼児予防接種通知対象者

予防接種手帳
（定期接種および任意接種を含む冊子） 平成30年5月生まれ

日本脳炎　1期 平成27年7月生まれ

日本脳炎　2期 平成21年7月生まれ

二種混合　2期（ジフテリア・破傷風） 平成19年7月生まれ

M E M O月・木
火・金

川中島・荒屋・八田・東町・長塚・仲町・西町・日の出・下平井・上平井・県営住宅・中川・山崎・松本・駅前・山岸・向田
窪中島・四日市場・広瀬・唐柏・東高橋・今井・河内・小石和・砂原・井戸・東油川・恵比寿

可 燃 ご み 収 集 日（ 石 和 ）

毎週土曜日
毎月第2第4  水曜日・土曜日

小石和・上平井・八田
山岸

ミックスペーパー・その他プラスチック収集日（石和）

※1

※2

母子健康手帳交付
（妊娠届出）

4日(月)・11日(月)・18日(月)・25日(月)
AM9：00 ～ 11：00受付
※交付日に都合の悪い方は、健康づくり課へご連絡ください。

市
役
所
保
健
福
祉
館（
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

場所対 象種 類 日 時

診療所開設日 7日(木)・14日(木)
21日(木)・28日(木) PM1:30 ～ 4:00受付 芦川国民健康保険診療所

種 類 日 時 場 所

地 域
内 容

可 燃 ご み ※ ※1をご覧ください

水・土

火・金

日

3
（日）

3
（日）

川中島・荒屋・八田
四日市場・広瀬・砂原

10
（日）

仲町・窪中島・県営住宅
山崎・駅前・東高橋
河内・恵比寿

17
（日）

日の出・下平井・上平井
松本・山岸・唐柏・向田
東油川

24
（日）

東町・長塚・西町・中川
小石和・今井・井戸

3
（日）

川中島・荒屋・上平井
東高橋・河内

10
（日）

山岸・唐柏・砂原・恵比寿

県営住宅4
（月）

小石和・向田21
（木）

中川16
（土）

24
（日）

窪中島・下平井・山崎
松本・駅前・今井・井戸

22
（金）

広瀬

17
（日）

八田・仲町・東油川

20
（水）

東町・長塚・西町

全 地 域

全 地 域全地域（小石和・上平井・
山岸・八田を除く ※2）

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域二之宮・県営団地
成田・下成田・国衙

10
（日）

夏目原・井之上
下井之上・八千蔵
栗合・蕎麦塚

17
（日）

金川原・尾山
下野原・花鳥地区

24
（日）

黒駒地区

熊野堂・下岩下
別田・桑戸・加茂
寺本・枝郷

小松・国府・徳条
鎮目

資 源 物

粗 大 ご み
有 害 ご み

ミックスペーパー
その他プラスチック

石 和 御 坂 一 宮 八 代 境 川 春 日 居 芦 川
月・木

水

2
（土）

坪井・田中
竹原田・東原

金田・小城・北都塚
末木・下矢作
本都塚・国分

3
（日）

9
（土）

中尾・一ノ宮
南野呂・北野呂
上矢作・市之蔵
塩田・新巻

東新居・狐新居
金沢・土塚・神沢
石・地蔵堂・千米寺

10
（日）

火・金

土

15
（金）

21
（木）

全 地 域

月・木

土

月・木

土

9
（土）

16
（土）

夏目原・井之上
下井之上・八千蔵
栗合・蕎麦塚

2
（土）

二之宮・県営団地
成田・下成田・国衙9

（土）

黒駒地区16
（土）

金川原・尾山
下野原・花鳥地区23

（土）

月・木

3
（日）

全 地 域21
（木）

3
（日）

マタニ
ティ
スクール

離乳食
教室

平成30年10月 ～ 11月出産予定
の初産婦

ＰM1:20 ～
1:30受付22日(金)歯の健康

AM9:30 ～
9:45受付

前期

26日(火)

第１子が平成30年1月生の保護者

後期 第１子が平成29年9月生の保護者

AM9:30 ～
9:45受付5日(火)

種 類 場所対 象 日 時

市
役
所
保
健
福
祉
館（
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

PM1：00 ～
1：30受付

4カ月児
健康診査

平成30年2月1日 ～ 2月16日生 5日(火)

平成30年2月17日 ～ 2月28日生 19日(火)

10カ月児
健康診査

平成29年8月1日 ～ 8月18日生 6日(水)

平成29年8月19日 ～ 8月31日生 20日(水)

平成28年10月29日 ～ 11月14日生 12日(火)

平成28年11月15日 ～ 11月27日生 25日(月)

平成27年11月14日 ～ 11月30日生 13日(水)

平成27年12月1日 ～ 12月14日生 29日(金)

1歳6カ月
児健康診査

3歳児健康
診査

5歳児健康
診査

平成25年5月30日 ～ 6月14日生 14日(木)

平成25年6月15日 ～ 6月29日生 27日(水)

平成26年12月9日 ～ 12月21日生 8日(金)

平成26年12月22日 ～ 平成27年1月7日生 28日(木)

2歳児歯科
健康診査

2
（土）

桑戸地域
ＪＡフルーツ山梨
春日居支所

1
（金）

鎮目地域
春日居スポーツ広場

7
（木）

徳条地域
石尊神社西

5
（火）

立川地域
別田ちびっ子広場

6
（水）

国府地域
国府公民館

8
（金）

宮川地域
小松地内

10
（日）

春日居町全域
笛吹市役所春日居支所

定期予防接種
予診票

6
（水）

日の出

7
（木）

四日市場

月

月

※平成29年2月生まれの方から、生後２カ月に予防接種手帳を交付しています。
　予診票発送対象者には、後日予診票・契約医療機関等の詳しいお知らせをします。
　接種時期等の内容をよく確認し、契約医療機関にて予防接種を受けてください。
※他市町村より転入された方、予診票のない方、合併前の予診票をお持ちの方は、健康づくり
課までご連絡ください。

※子宮頸がんの予防ワクチンの接種については、積極的にはお勧めしていません。
　接種にあたっては、有効性とリスクを理解した上で受けてください。         

◇ ◆ ◇ その他のお知らせ ◇ ◆ ◇ 
【集団健診 (石和町)】
▶日時　6月1日（金）～5日（火）　AM:8:30 ～ 10:30受付
▶場所　スコレーセンター

【こころの健康相談】
▶日時　6月15日（金）　①PM3：00 ～ 3：55　②PM4：00 ～ 4：55
▶場所　市役所市民窓口館　401会議室　※要予約
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